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○老平部長 皆さん、こんにちは。 

 産業・立地部長の老平と申します。よろし

くお願いいたします。 

 本日は、皆さん、大変御多忙の中、そして

大変な猛暑の中を御参集賜りまして、厚く御

礼を申し上げます。 

 今、お見えになりました出席予定の委員さ

ん、全員おそろいでございます。所用がござ

いまして、お一人のみきょうは欠席となって

おります。 

 定刻になりましたので、ただいまから第１

回新城市地域産業総合振興条例審議委員会を

始めさせていただきたいと思います。 

 最初に、新城市長から御挨拶を兼ねまして、

条例策定に対する思いを話していただくこと

といたします。市長、よろしくお願いいたし

ます。 

○穗積市長 それでは皆様、改めましてこん

にちは。新城市長、穗積でございます。 

 第１回の新城市地域産業総合振興条例審議

委員会開催をお願いをいたしましたところ、

各界の代表の皆様、また、公募の皆様を含め

まして、大勢の皆様にお集まりいただきまし

て、まことにありがとうございます。大変暑

い中でありますので、皆様、お体をこれから

大切にされて、夏を乗り切っていただけたら

と思います。 

 さて、この新城市の地域産業総合振興条例

のかかわることでございますけれども、もと

もとの発端は、昨年の１１月に行われました

市長選挙に際しまして、私の第３期のマニフ

ェストの中に、地域産業の総合振興というも

の、そして、それに基づく条例を制定し、そ

の条例によりまして、地域産業総合振興会議、

これが司令塔となるという位置づけでありま

すが、書かせていただきました。 

 それにつきましての背景を、新城市並びに

自治体が抱える基礎自治体の問題点を含めま

して、少しのお時間をいただいてお話をした

いと思います。 

 たまたま昨日、飯田市におきまして、中部

地方の環境問題に先進的に取り組む５つの市

が集まりまして、ＴＡＳＫＩと言いまして、

Ｔは多治見、Ａは安城、そして新城のＳ、そ

して、掛川、そして飯田の５つの市でござい

ますけれども、その市が集まりまして、環境

方針のサミットというのを開きました。その

中でいろいろ議論を交わすわけですけれども、

特に再生可能エネルギーの推進に関するさま

ざまな各市の取り組みが話し合われまして、

また、そこに合わせて環境省の職員の方もお

見えになりまして、いろいろなサジェッショ

ンもいただいたわけでございます。 

 再生可能エネルギーの推進に関して、我々

も条例を定めておりますけれども、特に３．

１１以降の大きな変化の中で、自治体が地域

に存する資源を、地域のために使っていこう

という問題意識から、いろいろな取り組みが

始まっています。 

 その中で、特徴的なものは、どの市も再生

可能エネルギーに取り組むに当たりましては、

基本的に地域の中でお金が循環をし、そして、

雇用が生まれていくように、この再生可能エ

ネルギーを促進していかなければならないと

いう問題意識です。 

 元来、日本におきましては、エネルギー政

策というものが、国が専門的に所管をしてお

りまして、大規模な発電事業、送電事業を含

めて、国とそれぞれのブロックごとの電力会

社、あるいはガス会社の中で調整を図ってき

ました。ある種の独占が続いてきたわけであ

りますけれども、そうしますと、大規模集中

型の発電施設を立地しやすいところにつくり、

送電網を通じて消費地に送っていくという姿

が一般的になってまいりました。 

 東京の主要電源を担っていた原発が、福島、

あるいは新潟、柏崎等々にあるという、そう

いう状態でございます。大規模な発電の場合

には、それもやむを得ない、あるいはエネル

ギーをまず整備するときには、それも必要で
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あったかとは思いますけれども、その結果、

地域はその大きな大規模の発電施設を、そも

そも認めるか認めないかということで世論が

真二つに割れて、いろいろ苦しい思いをして

います。 

 石原環境大臣が、「最後は金目でしょう」

と言って大きな問題になりましたけれども、

いわゆる協力金等々の交付金等々を通じて、

何とか地域を、過疎地の地域を含めて豊かに

していこうという思いと、そうした国の政策

に結びついてきたわけですが、結果として、

それで地域が真に豊かになったかというと、

いろいろな問題点があるのは御存じのとおり

であります。 

 再生可能エネルギーは、基本的に地域にロ

ーカルに存在するエネルギーです。太陽光、

風力、あるいは地熱、バイオマス等々、それ

を利用することが、発電も含めて、その成果

が全て利益が地域外の外部資本の中に吸い取

られていって、地域の中ではそれほど大きな

利益が生まれないというような事態がこれか

ら起きていいのだろうかというのが、自治体

の大きな関心事であります。 

 再生可能エネルギーは、ローカルなエネル

ギーだけに、発電をする地域の近くで消費を

するのが、エネルギー効率もいいわけですし、

そして、それが地域に還元されることで、初

めて地域の住民が自分たち自身の地域の資源

をエネルギー源として使ったり、あるいは売

電収入を得て、それを地域の振興に回したり

する、そういうことができるわけでございま

す。 

 デンマークは風力発電を導入したことで有

名でありますが、最初は、居住要件というの

を設けて、その地域に３年以上住んだ者でな

ければ、風力発電の組合組織を立ち上げるこ

とができないという規定を最初につくって、

それが地域の農業者ですとか、地域の皆さん

がこぞって共同して風力発電をつくって、そ

れで地域を潤していくという仕組みができた

と聞いています。同じような試みを日本でも

行っていく必要があるというのが、今、環境

再生可能エネルギーに取り組む自治体の大き

な問題意識です。これはほぼ共有されてまし

て、恐らく１０年後には随分と違った姿が日

本の中で生まれてくるのではないかと思いま

す。 

 この地域産業総合振興条例の策定について

も、同じような目標意識を持っています。今

まで産業政策というのは、大きな意味では国

が方向づけをしまして、都道府県単位で、そ

のための基盤整備をしていく。港、高速道路、

あるいはコンビナートの周辺の整備、ガス、

電気等のインフラ、こういうものを行ってい

くというのが主導でございました。 

 基礎自治体である市町村がやるというのは、

企業誘致をしたり、土地利用に係るいろんな

区域を定めたり優遇制度を設けたりして、そ

うした国や県の進める大きな産業政策の母体

の表に載るために、自治体がその受け皿をつ

くっていくというために、自治体の権限、予

算を使っていくというのが基本の姿でござい

ました。 

 そういう意味では、基礎自治体、政令市レ

ベルは別としまして、小さな市町村には産業

政策と言われるものがあったのかといいます

と、必ずしもそうではなかったというのが実

態ではないかと思います。企業の誘致には大

変熱を入れましたし、それによって今日この

上の多くの企業の進出をいただいたわけです

し、雇用も生まれ、経済も豊かになったわけ

ですが、同時に、実態を見ますと、地元の地

域の中での経済の実態、特にお金や雇用がそ

の中で、地域の中で回っていけるように、あ

るいは無駄な流出、外に移転することがない

ようにというような意味の産業政策というの

は、自治体ではこれまで持ってなかったのが

ほとんどだと思います。 

 そういうことに何とか歯止めをかけて、地

域自らが、地域を振興していく方向を出して
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いこうというのが中小企業振興条例の制定を

皮切りに、全国で進んでまいりました。 

 私どもはそういう問題意識から、新たに産

業政策を新城市として策定をしていこうとい

うことでございますが、その中でも、では、

新城市が、市内の産業の実態を本当に知って

いるだろうかと言いますと、必ずしもそうで

はありません。それぞれ顔を合わせ、統計数

字が出てくるわけでありますけれども、では、

どの企業がどんなものをつくり、それをどこ

から原材料を仕入れているのか、金融はどう

いうふうにつけてるのか、そして、雇用の募

集のルートはどうであるか、また、それぞれ

の企業の取引実態はどうであるか。もちろん

それぞれ企業の秘密がありますので、細かい

ことは別といたしまして、大きな意味の産業

循環というものを新城市として把握をしてい

るわけではありません。 

 また、地域に展開する産業間同士でも、お

互いのことをそれほど深くは知らないのが実

際ではないかと思いますし、産業の間でも、

同じ製造業の間でも、隣の工業団地と隣を合

わせる企業の皆さんが何をされているのか、

別に知る必要はないと言えばそれまでのこと

でありますけれども、では、むしろ逆に、も

しかすると、その実態をお互い共有して、例

えば製品、原材料、資材の融通をし合うよう

なことができたり、あるいは雇用の情報を共

有して、できるだけ地域で人材を育てていけ

るようにしたり、あるいは行く行くはそうし

た地域に必要な人材を育てるための教育制度

をともに構築をしていこうとしたり、あるい

は起業、業を起こす環境をどのようにしたら

新城市では整備がしやすいのか、必要なのは

技術なのか、金融なのか、あるいは教育シス

テムなのか、あるいは販路、売り手、売り先

なのか、これらを本当のところは問題意識を

しっかり持ってやっていけば、よりコンパク

トな形で、多くの価値を産み出せるはずのも

のがあるかもしれません。 

 また、今後、新東名が開通、若干１年遅れ

て残念でありますが、開通をしてまいります

と、観光の事業も、これから大きく力を入れ

ていこうとしているわけですが、その観光産

業においても、近年はいわゆる物見遊山から、

体験型、学習型、あるいは問題意識を持った

個人旅行の皆さんがたくさんみえてまいりま

す。 

 そうしますと、農業との連携、地場産業と

の連携、さまざまな周遊回路の設定などにお

いて、地域の情報をくまなく観光業と共有す

ることが必要になったり、いろいろな可能性

が出てまいりますが、まず、私どもはそうし

た足元をしっかり見詰めて、この地域のお金

と情報と物と人の流れがどうなっているのか、

これを新城市としてもしっかりと把握をし、

そして、その把握をするプロセスの中で、過

程の中で、産業活動を担っている皆さんと膝

を突き合わせて問題意識を共有したり、ある

いはどこが足りないのか、どこに主要な困難

があるのか、こういうものを共に探りながら、

では、解決の道をそこからどう生み出してい

くのか、これらについてある程度の方向づけ

をできていくような、そんな土台も、この条

例の制定の中で作り上げてまいりたいと考え

ているところでございます。 

 後ほどまたいろいろな資料、あるいは学識

の先生からの問題提起、先進事例などの報告

があろうかと思いますけれども、今、新城市、

奥三河地域、いわゆる人口減少という時代の

中で、若者と女性が活躍できるまちをいかに

つくり上げていくのかということに必死にな

っております。それが地域を衰退させず、そ

して、少しでも地域の持続可能性が、地域に

広がっていくように努力をしていかなければ

ならないわけですが、その中の一番の基盤は、

やはり何と言っても産業の形成になります。 

 また、戦後の成長期の中で、この地域の中

で独自に技術をつくり、世界に勝負をする企

業もたくさん生まれておられます。そうした
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力を確信しながら、同時に我々地域が一体と

なって取り組むことで解決できる問題点を抽

出しながら、そのための方向づけをしていき

たいと考えているところでございます。 

 この委員会に対しましては、地域産業の総

合振興条例の制定をお願いするものでござい

ます。地域産業の総合というところも一つの

味噌でございまして、それぞれの中小企業振

興、農業振興、あるいは観光振興、それぞれ

の振興の計画等々が、新城市でも曲がりなり

にも、不十分ながらもあることはあるわけで

すが、それら相互間の連携、１次産業、２次

産業、３次産業、そして６次産業というよう

な言い方もございますけれども、そうした新

しい地域の連帯の輪を、産業というものの舞

台の中で築き上げられたかという問題意識も

持っているところでございます。 

 大変いろいろまとまりのないことを申し上

げましたけれども、要は人口減少という中、

また、経済の国際化という中で、いかに地域

の中で光り輝く人々が活躍できるような場を

つくり上げていくのか、その中で無駄な流出

を防ぎ、少しでも地域の中の経済循環が豊か

に回っていくように、次の世代につながるよ

うに、そういうために、産業総合振興条例を

制定し、その中で総合産業振興会議というよ

うなものを設けていきたいなと考えていると

ころでございます。 

 また、最後になりますが、現在、新城市で

は庁舎建設を取り組んでおりまして、この庁

舎建設におきましても、地域の企業、産業の

皆さんが、この庁舎建設を有効活用して、技

術の習得や、あるいはメンテナンス、あるい

はさまざまな連携活動をしながら、少しでも

大きな巨額の投資事業が地域経済に豊かにな

るように、回っていくように、そういうとこ

ろに意を注いでいるところでございます。 

 たまたまと言いますか、ちょうど時期を同

じくいたしまして、政府においては来年に向

けて、来年度の主要な眼目が、地域の再生、

地域創生ということを掲げております。アベ

ノミクスの効果が地域に波及するようにとい

うことでございますので、そのためには何よ

りも地域自らが、方向を自ら作り上げ、その

ための受け皿をつくり、資金、人材、技術等

を呼び込めるような魅力ある、求心力のある

地域になっていくことが必要かと思います。 

 この振興条例の制定の審議の過程、また、

それをつくり上げるプロセスの中にこそ、次

の方向が形づくられていくものと思い、皆様

方に大変御多忙の中、それぞれお仕事、それ

ぞれのかかわりの中で、大変御多忙のことと

は存じますけれども、新城市の一つの次の世

代につながる会議と御理解いただきまして、

皆様方のお力添えをお願いする次第でござい

ます。 

 多少雑ぱくではございましたけれども、本

委員会の開催に当たりまして、市の考え方の

一端を御説明を申し上げました。どうかよろ

しくお願いいたします。 

○事務局（加藤副課長） ありがとうござい

ました。 

 続きまして、委員委嘱を行いたいと思いま

す。 

 なお、本来ならば委員皆様に委嘱状の交付

をすべきでありますが、次第裏面にございま

す委員の１号にあります学識経験者、愛知大

学、鈴木誠先生に代表して委嘱状のほうを受

理していただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○穗積市長 委嘱状、鈴木誠様。新城市地域

産業総合振興条例審議会条例第４条に規定す

る委員を委嘱する。任期は同条例第１条に規

定する答申をする日までの間とする。平成２

６年６月１日。新城市長 穂積亮次。 

 よろしくお願いします。 

（委嘱状交付） 

○事務局（加藤副課長）ありがとうございま

した。 

 皆様には机の上にございます委嘱状を一度
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ごらんいただきまして、訂正等ございました

ら、後ほど御連絡いただければ訂正させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、市長につきましては、公務が

重なっているため、ここで退席させていただ

きます。御了承ください。 

○穗積市長 失礼します。よろしくお願いし

ます。 

（市長退席） 

○事務局（加藤副課長） それでは、審議に

入ります前に、審議委員会の条例について、

事務局、川合のほうから説明させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（川合課長）資料の１ページをご覧

ください。 

 新城市地域産業総合振興条例審議委員会条

例というような形になっております。こちら

につきましては、地域における産業の総合的

な振興を図るということで、基本的な事項を

定める条例、以下、地域産業総合振興条例と

いうふうに言わせていただきますが、策定と

方向の必要事項を定めるということの審議を

お願いするものでございます。 

 組織として３条で、委員会は委員１６名以

内で組織するということで、皆様に今回、委

嘱をお願いさせていただいております。 

 それから、委員につきましては、１ページ

の前の名簿のとおり、１号、学識経験者、そ

れから２号、市内の各種団体を代表する方、

それから３号、公募による市民の方というこ

とで、４号には今回の区分で行政ということ

で、副市長を委員とさせていただいておりま

す。 

 任期は先ほど申し上げましたとおり、条例

の案を答申いただくまでということでござい

ます。 

 それから、５条には、委員会の組織の部分

の役員として、委員長と副委員長を置くとい

うことになっております。 

 ２ページをお開きください。 

 会議でございますが、委員長が委員会を招

集して、議長となるということになっており

ます。 

それから、委員会は委員の過半数以上が出

席しなければ会議を開くことができません。 

 それから、議事は出席委員の過半数で決し、

可否同数のときは議長が決定するところによ

るということになっております。 

 庶務につきましては、第７条で、産業・立

地部産業政策課で対応させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 審議委員会の条例の内容につきましては、

以上でございます。 

○事務局（加藤副課長）続きまして、審議に

入ります前に、本日、第１回の委員会という

こともありますので、鈴木誠先生から順番に

自己紹介のほうをお願いしたいと思います。 

○鈴木誠委員 皆様こんにちは。先ほど市長

から委嘱状をいただきました愛知大学地域政

策学部の教授をしております鈴木誠と申しま

す。豊橋から参りました。これからどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

○権田委員 皆さんこんにちは。新城市商工

会の総務委員長を務めております権田と申し

ます。出身は作手でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○海野委員 愛知東農業協同組合、ＪＡ愛知

東の常務の海野と申します。出身は新城市須

長でございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○山本委員 農林業のところ、新城森林組合

の組合長をしております山本勝利です。川合

です。よろしくお願いいたします。 

○加藤委員 観光業ということで参らせてい

ただきました新城市観光協会理事、加藤直詳

と申します。職業としましては、湯谷温泉等

で旅館をやっておりましたり、地域の組合長

などもさせていただいております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○荻野委員 金融業ということで、新城金融
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協会の荻野と申します。三菱東京ＵＦＪ銀行

の新城支店長でございます。住まいは、今、

豊橋の会社の寮におりまして、自宅はちなみ

に神奈川県でございます。よろしくお願いい

たします。 

○今泉委員 こんにちは。新城労務対策協議

会、そしてものづくりをします工業を主体と

した事業所の団体の会長をしております。オ

ーエスジー株式会社新城工場の今泉と申しま

す。よろしくお願いします。 

○梅津委員 こんにちは。同じく労使団体の

ほうの愛知県の労働者福祉協議会東三河支部

で副支部長をやっています梅津といいます。

会社は横浜のほうで、私は労働組合の支部長

をやらせていただいてまして、あと、この地

域では、連合愛知の東三河の代表をやらせて

いただいています。そういった意味では、新

城市に住居を構えておりますので、ぜひとも

よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○中根委員 医療・福祉事業の新城市医師会

副会長の中根でございます。よろしくお願い

します。私個人は、この近くで小さい医院を

開業しております。 

○青山委員 こんにちは。医療・福祉事業の

介護事業のほうでございます矢部地区にあり

ます社会福祉法人一誠福祉会特別養護老人ホ

ーム麗楽荘の荘長をしております青山と申し

ます。今、新城には３拠点、そして豊橋には

５拠点ということで、東三河には８拠点とい

うような施設でございます。よろしくお願い

いたします。 

○鈴木延良委員 お願いいたします。新城市

区長会の副会長を務めさせていただいており

ます鈴木延良と申します。鳳来地区の代表区

長ということで、住まいは愛知県県民の森の

入り口にあります三河槙原の駅前に住んでお

りますんですが、この１年よろしくお願いを

いたします。 

〇鈴木太委員 皆さんこんにちは。その他と

いうとこで、新城青年会議所より参りました

鈴木太と申します。ふだんは新城市大野にて

建設業に勤めております。よろしくお願いい

たします。 

〇菅谷委員 こんにちは。初めまして。私は、

一般公募の一般枠で採用されました菅谷浩久

と申します。よろしくお願いします。家は新

城市の富永になります。今、仕事のほうは、

新城市のほうで林業関係で、業界とか、そう

いったところで仕事をさせていただいており

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇浅見委員 浅見雪絵と申します。八名井地

内で学習塾をさせていただいております。よ

ろしくお願いします。 

〇広瀬委員 こんにちは。新城市副市長の広

瀬でございます。よろしくお願いします。 

〇事務局（加藤副課長）ありがとうございま

した。それでは、本日、委員名簿３番目にご

ざいます新城建設業協会の副理事長、小笠原

喜好様のほう、欠席されておりますので、よ

ろしくお願いします。 

 それでは、審議に入りたいと思います。 

 その前に、事務局のほうの職員を紹介した

いと思います。 

○老平部長 

 私、新城市で産業・立地部長を務めさせて

いただいております老平と申します。よろし

くお願いいたします。 

○事務局（川合課長）産業・立地部の産業政

策課の課長をさせていただいております川合

と申します。よろしくお願いいたします。 

○事務局（加藤副課長） 産業政策課の加藤

といいます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（谷川主事） 同じく産業政策課谷

川です。事務局をやらさせていただいており

ます。今後、いろいろとお世話になりますが、

よろしくお願いいたします。 

○事務局（加藤副課長）本日は、私の左側に

関係各課の職員の方もみえておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、審議事項に入らさせていただき
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ます。 

 まず、委員長選出されるまでは、事務局の

ほうで進行のほうをさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 審議事項１番、委員長等の選出についてで

す。 

 委員長選出のほうはいかがいたしましょう

か。 

 特に選出のほう、ないようでしたら、事務

局案といたしまして、川合のほうから説明さ

せていただきます。 

○事務局（川合課長） それでは、事務局案

を御提案させていただきたいと思います。 

 名簿の１号の学識経験者であります愛知大

学の地域政策学部教授、鈴木誠先生を委員長

にお願いをしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○事務局（加藤副課長） ありがとうござい

ます。それでは、委員長のほうは、愛知大学

地域政策学部教授の鈴木誠先生にお願いした

いと思います。 

(委員長席に移動) 

○鈴木誠委員長 改めましてということにな

りますが、今、委員長のほうに御推挙いただ

きました愛知大学の鈴木です。 

 先ほど市長が、この条例策定に向けた意気

込みといいますか、マニフェストはもとより、

この新城市の置かれた状況を踏まえながらの

お話をいただきました。きょうはその市長の

お考えを一番各分野から的確に、そして希望

を持って捉えられる皆様方が、きょうこちら

におみえになったというように私は理解をし

ております。 

 これから、この条例素案の検討に向けての

審議等を進めていく上で力を精一杯発揮させ

ていただくように努力したいと思いますので、

これからの時間、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

○事務局 ありがとうございました。それで

は、委員長、よろしくお願いします。 

○鈴木誠委員長 それでは、不慣れではあり

ますけれども、私のほうがこの審議委員会の

司会のほうを進めさせていただきますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それで、まず、この委員会において、委員

長のみならず、副委員長を選出して、運営を

するということになっておりまして、副委員

長について、皆様方のほうからどなたか、自

薦、他薦ございましたら、出していただきた

いと思いますけれども、いかがでしょうか。

よろしいでしょうか。 

 私が豊橋市におりますものですから、地元

の実情について総括的にも助言をいただける

方でないかということで、先ほど自己紹介も

いただきました副市長の広瀬委員を副委員長

としてお迎えしたいと思いますけど、いかが

でしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○鈴木誠委員長 ありがとうございます。そ

れでは、広瀬副市長のほうに副委員長として

お迎えさせていただこうと思います。こちら

のほうへよろしくお願いいたします。 

(副委員長席に移動) 

○広瀬副委員長 皆さん、改めましてこんに

ちは。ただいま鈴木委員長のほうから、副委

員長ということで、頭がぼうとしてますが、

委員長の補佐をさせていただきまして、この

審議会がいい案がまとまるように努力してま

いります。よろしくお願いします。 

○鈴木誠委員長 それでは、早速、この条例

の検討に入ってまいりたいと思います。 

 本日の審議事項、今、１番について行いま

したが、これから、この次第に従いまして進

めてまいりますと、（２）の他市の策定状況

というところ、こちらのほうに進めさせてい

ただきます。 

 こちらについては、事務局のほうから、ま

ず、委員の皆様方に説明をさせていただこう

と思います。それで、事務局のほう、よろし
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くお願いします。 

○事務局（川合課長）続いて、他市の条例の

策定状況について、座って御説明をさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の５ページをお開きいただ

きたいと思います。 

 まず、条例の策定の前に、この委員会のス

ケジュールというものを皆様で確認をさせて

いただきたいというふうに思っておりますの

で、５ページのスケジュールの内容をご覧く

ださい。 

 まず、最初、４月に公募委員、それから団

体の委員の就任依頼等をさせていただき、６

月１日に委員会の設置をさせていただいてお

ります。 

 その後、今回の第１回の委員会を開く準備

をさせていただいておりました。実際に、こ

の委員会を発足し、今年度につきましては、

４回の委員会を持ちたいというふうに考えて

おります。 

 答申につきましては、平成２７年度の７月

を予定させていただいております。 

 それから、実際に、これからどういう形で、

この審議の委員会を運営していくかという内

容の案でございますが、先ほども市長のほう

からも話がありましたとおり、実態を把握す

るということが大切ではないかということも

加味しておりまして、この実態把握というと

ころを進めさせていただき、下の３番目のカ

テゴリーのところの振興条例というものの案

をつくっていく内容でございます。 

 市民の方々からの幅広い意見を取り入れて

いきたいというふうに思っておりますので、

パブリックコメントの意見募集等を進め、最

終の条例案を検討して、今のところの予定で

すと、平成２７年９月の新城市議会に上程し、

御審議をいただいた後、条例制定をしていく

大きなスケジュールにつきましては、５ペー

ジの内容で進みたいと思っております。 

 ただ、この委員の方々のお考え等も含めて、

これは予定でございますので、若干の進行の

早い、遅いという部分はあるのかもしれませ

んが、その辺はなるべく委員の方たちの意見

を集約させていただきながら、進めたいと思

っております。 

 では、先ほどの他市の策定状況につきまし

て、御説明をさせていただきます。６ページ

をお開きいただきたいと思います。 

 地域産業総合振興条例にかかる他市の状況

ということで、県内の安城市、高浜市、それ

から、県外ではございますけれども、こちら

は実際に行くということではありませんでし

たけれども、視察のほうは上の２市を実際に

行かせていただいて、お話を伺っております。 

 条例策定の経緯としましては、安城市にお

きましては、リーマンショック時の市議会か

らの要望と中小企業団体の協議会からの陳情

があったという内容から、条例制定をしてお

ります。 

 条例制定の施行日は、平成２４年の７月で

ございました。条例名は、安城市中小企業振

興条例という内容でございます。 

 それから、高浜市につきましては、２３年

１２月に市の商工会から議会へ条例制定の陳

情があって、それを議会で採択したというこ

とから始まりまして、そのとき、同時に、市

の総合計画というものがございまして、その

産業観光部門という内容の懇談会等の意見聴

取もして、経緯としてあったということでご

ざいます。 

 高浜につきましては、２５年１月に施行し

ておりまして、高浜市産業振興条例というふ

うな名称になっておりました。 

 高浜市は特に三州陶器瓦の地場産業という

ものもございまして、こちらの内容も条例に

明示をされておりました。 

 それから、条例策定の委員会の有無、それ

から実態調査、それからパブリックコメント

等の内容につきましては、両市とも委員会、

新城市のようなこういう形の委員会は設置し



 

－9－ 

ておりませんでした。ただ、実態調査という

のは、安城市はしておりませんでしたけれど

も、高浜市につきましては、ちょうど先ほど

申し上げましたとおり、市の総合計画という

ものがございましたので、そちらの策定時に

調査をしておりまして、パブリックコメント

も実施しておりました。 

 それから、条例制定後の政策としては、安

城市におきましては、中小企業のコーディネ

ーターという方たちを雇って、設置をして、

企業情報を、そのコーディネーターの方たち

が２名で連携を取り合うというような形で、

政策のほうに還元するという形を特徴的にや

っておみえになりました。 

 それから、高浜市につきましては、アクシ

ョンプランというものをつくって、検証をし

ておりましたが、ただ、高浜市につきまして

は、実際に連絡会議等を持つということには

なっておりましたけれども、なかなか連絡会

議が持てないというような内容も聞いており

ます。 

 それから、千葉県の佐倉市につきましては、

こちらは産業振興条例というのを平成２２年

の４月に施行しております。こちらにつきま

しても、条例制定に関する委員会は設置して

おりませんでしたけれども、調査は実施して

おり、ビジョン策定時ということで、その翌

年に産業振興ビジョンというのを策定する中

で、アンケート調査、ヒアリング調査等をし

ておりました。 

 こちらにつきましては、アンケート調査は、

農業、商業の部門と工業の部門でございます。

それから、ヒアリングにつきましては、団体

の長の方にヒアリングをするというような形

をとっておりました。パブリックコメントも

市民からの意見を実施したという内容でござ

います。 

 新城市につきましては、先ほども市長のほ

うから説明させていただいたとおり、条例の

制定の経緯という部分では、市長マニフェス

ト、３つの重点施策のうちの一つ、「地域産

業を強くし、暮らしが立てられるまちをつく

ります。」という内容から、この振興条例の

ほうを策定をしていこうということで、平成

２７年度の策定予定ということで、ここは御

訂正していただきたいと思います。 

 それから、審議会は、やはり丁寧な実態調

査ということがあって初めて条例の内容をつ

くっていくべきではないかということもござ

いまして、アンケート調査、ヒアリング調査

というものを実施したらどうかということで

ございます。 

 それから、先ほどのスケジュールの中でも

申し上げましたとおり、パブリックコメント

も実施していきたいというふうに考えており

まして、条例制定後の政策としては、市長か

らも話がありました地域産業振興会議という

ような形をとって、進行管理等もしていこう

ではないかという内容でお話があったという

ことでございます。 

 条例制定の部分につきましては、以上でご

ざいますが、関連がありますので７ページ、

８ページ、この表にある部分を見ていただき

たいと思います。 

(委員長の了承を得て) 

 では、実際にアンケート調査等の詳細はど

うであったかという内容でございます。 

 高浜市につきましては、アンケート調査の

み、要は郵送で配布し、回収ということもし

ておりました。工業が２００事業所、商業が

５０事業所、いずれも無作為抽出という形で

対象を絞り、調査をしております。 

 調査項目としては、共通項目と、工業と商

業、それぞれに業態、業種による違いもござ

いますので、設問についても若干の違いがご

ざいます。 

 それから、佐倉市につきましては、先ほど

も御説明させていただいたとおり、１番で郵

送回答をするアンケート調査、それから、こ

ちらはコンサルさんが入っておりまして、市
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とコンサルさんが直接訪問して聞き取り調査

するヒアリング調査、この２つをしておりま

した。 

 アンケート調査につきましては、農業で８

００事業所、それから工業が１００事業所、

商業、サービスということで８００事業所、

いずれも無作為抽出の上、しておるという内

容でございました。 

 それから、調査項目としましては、共通の

調査項目の部分と、それから、自由意見とい

うような形、それから、農業、商業の部分で

は、以下の内容等の調査項目もございました。

こちらのほうは有効回収率ということが出て

おりまして、農業においては１９．７５％の

有効回収率、それから工業につきましては５

８％、商業につきましては、こちらはちょっ

と消えておりまして申しわけございません。

あとで御説明させていただきます。 

 それから、ヒアリング調査につきましては、

商工会議所 青年部、女性部、建設業部会と

いう形の、新城市でいうと商工会に当たると

思いますが、そういう形の組織の各部会の会

長さんの方、それから、ＪＡにつきましては、

青年部、女性部、各生産部会の方、それから

観光協会・青年会議所、商店会、それからま

ちづくり団体等のＮＰＯの団体も含んでいる

ということでございました。 

 調査項目としては、団体の長ということも

ございまして、団体活動の課題だとか、団体

活動をどういうふうにしていくかとか、そう

いう方向性も含めて、この後、市の産業の振

興ビジョンをつくるということで、ビジョン

に望むことというような内容をヒアリング調

査しているという内容でございます。 

(「中小企業振興条例で地域をつくる」の著

書を示して) 

 他市の状況の部分で、鈴木誠先生からも情

報提供いただきまして、こちらにあります中

小企業振興条例で、地域をつくるというとこ

ろの内容の中にも、墨田区の内容が載ってお

りまして、こちらは１８０人の市の職員が、

約９，０００だったと思いますけど、その方

たちに全てのところにヒアリング調査に行っ

ているというような状況把握をするという自

治体もあるということで、御説明を終わらせ

ていただきたいと思います。 

 今のところ、新城市としては、どういうふ

うに考えているかという内容を御説明させて

いただきます。 

 まず１つが、アンケート調査をさせていた

だけたらというふうに思っておりますし、具

体的につきましては、総合振興条例というこ

とで、農業、商工業、観光業、林業、それか

ら、介護、医療につきましても、実態を把握

できるデータ収集、分析等ができるものにし

ていきたいというふうに思っております。 

 それから、ヒアリング調査につきましては、

これも実施したいと思っておりまして、民間

の営利の部分、それから非営利の部分の、佐

倉市で言う団体という部分ではなくて、もう

少し個人事業主の方も多い部分がございます

ので、個人の部分につきましても、ニーズ把

握をさせていただきたいというふうに、案と

して持っております。 

 やはり両方するというのは、やはりアンケ

ート調査でどうしてもフォローできない意見

という、切実な要望というものを、いかに収

集し、条例の中で書き込んでいくかというこ

とも共通認識の部分では必要かと思っており

ますので、このあたりもしていきたいという

ふうに考えております。 

 それから、済みません、９ページ、１０ペ

ージにつきましては、ひとの関係の部分の内

容で産業関係の基礎資料ということで見てい

ただければというふうに思います。平成２２

年の国勢調査による産業関係にかかわる基礎

資料ということでございます。 

 それから、続きまして、１１ページにつき

ましては、経済センサス基礎調査というとこ

ろから見た民営の、要はこちらは営利事業の
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新城市における事業所数、一番新城市で多い

のは卸・小売業、それから建設、製造、生活

関連というような形の産業構造が事業所の数

としてはあるというような状況。 

 それから、従業者数から見ると、やはり製

造業にお勤めされている方、それから卸・小

売業、建設業というような形でなっていると

いうものも見ていただければというふうに思

います。 

 それから、１２ページにつきましては、平

成２年からの上に順々にあがっていて、平成

２２年の国勢調査の内容でございます。就業

者数が、平成２年から新城市でいうと１２％

減っている。人口は９％ですが、就業者数は

１２％になっている。それから、第１次産業、

第２次産業、第３次産業の部分では、第１次

産業、第２次産業は減っておりますが、第３

次産業は若干増えております。それから、奥

三河地域というものも考慮して、設楽町、東

栄町、豊根村の部分も入れさせていただいて

おります。 

 それから、雇用者数は、新城市においては

マイナス３％というような状況でございます。 

 以上が、資料の説明とさせていただきます。 

 それから、もう１枚、このＡ４横の資料を

見ていただきたいと思います。実態調査の概

要というものを若干まとめさせていただいて

おります。目的につきましては、実態をいか

に把握するかということを考えておりますし、

対象者というのが、こういう形で農業から介

護、医療事業者の部分までの農業と林業の方

はこの部分でございますし、建設業から医

療・福祉サービス業につきましては、先ほど

の経済センサスの基礎調査から、こういう事

業所があげられているという内容でございま

す。 

 それから、体制という形、調査をどういう

ふうに進めるかということで、あとで御議論

いただくわけなんですが、大学の学生さん、

それから、この委員会の委員の方から御推薦

いただければ、ワーキングメンバーという方

たちを御推薦いただいた上で、そういう方た

ちとともに行いたいというふうに思っており

ます。 

 それから、７番のところには、非営利法人

というような形で、これは市民推進課という

市の所管しているところから資料をいただい

て、そちらについても面接調査等をしていき

たいということで、今のところ事務局案とし

ましては、こういう形をとりたいというふう

に考えているものでございます。 

 以上でございます。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

きょうは第１回目ということでもありますの

で、事務局等からの資料の説明、あるいはこ

れからのこの委員会の進め方についての委員

の皆様への説明が多くなる可能性も最初のと

こはあると思いますけども、最初はちょっと

御辛抱いただければというふうに思います。

あとでまた皆さん、意見交換を進めさせてい

ただく時間を設けますので、最初のところだ

け御了解いただきたいと思います。 

 今の市のほうからの説明について、何か御

質問とかありますでしょうか。どんな点でも

結構ですが、いかがでしょうか。 

 また、あとで皆さんから意見をいただく時

間を設けたいと思いますけど、ひとまず最初

に、資料のほうの説明を追加でさせていただ

いてよろしいでしょうか。その上で意見交換

を一つずつ進めていきたいと思いますので。 

 それでは、事務局への質問とか、あるいは

調査の要望とか、その辺については、あとで

また委員の皆さんからどしどし出していただ

くことにしましょう。 

 それでは、きょうは私のほうも少し資料を

用意してまいりましたので、その説明もさせ

ていただきたいと思いますので、御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 きょう、皆様方の先ほどテーブルのところ

に用意させていただいた資料があります。何
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かと言いますと、まず、中小企業憲章という

ふうに書いてある資料、右側でとじてあるも

のですね。これの両面刷りの資料がずらずら

というふうにあります。これを今から最初に

ごくごく概要だけを紹介をさせていただこう

と思います。 

 それから、一枚物なんですけれども、「こ

れからの産業振興の方向」と題した資料があ

ります。これタイトルを変えたいんですけど

も、先ほど課長のほうから説明があった東京

都の墨田区の産業振興のマスタープランの成

果の一枚物なんです。これをあとでまた簡単

に御紹介をいたします。 

 それから、金融商品取引法等の一部を改正

する法律の内容ということで、改正金融商品

取引法、これが御存じのとおり５月３０日に

公布されました。このことが特にこれからの

地域産業の振興にも、特に起業ということに

も大きな後ろ盾になる可能性も出てきたとい

う話題を、ほんの少しあとで紹介いたします。 

 そして、両面刷りのものなんですけれども、

細かなデータを、ほんの少しですけども、と、

それかにチャート図を載せたものを皆様のお

手元にもお配りしてあります。 

 こういったコピー物を用意させていただい

たついでに、もう一つ、墨田モダン２０１０

か２０１２というブランド認証、承認アンド

メニューという資料が、これは現物ですけれ

ども、お手元におありかと思います。２０１

０から２０１１ということで、一応、過去の

ものになっておりますけれども、今日も引き

続き、実は出されているものでもありますが、

こういった資料を簡単にあとで御紹介をしま

す。 

 お手元のほうに皆さん、ありますでしょう

か。事務局のほうにはちょっと今、最後の資

料はお手元にないかもしれませんけども、あ

とでまたお配りいたしますので、しばらく御

容赦いただきたいと思います。 

 それでは、話を戻しまして、きょう、皆様

方にお配りした資料の、今、説明した順番に

簡単に説明してまいりたいと思います。 

 実は、２０１０年、ちょうど今、自民党政

権ですけれども、その前の民主党政権のとき

に閣議決定された中小企業憲章というものが

あります。実はこれは、その前のさらに自民

党の政権、国の政権のことはどうでもいいん

ですけれども、こういう国の政府のほうで、

実はいろんな中小企業や、あるいは農業、林

業、漁業等々の分野も含めて、さまざまな実

は業界団体からの要望もあって、特に地域の

産業振興を活発にしていかなければ、これか

らまずいということで、特にその地方、地域

の事業所の中でも中核となっている中小企業

について、振興を責任持って進めますという

宣言が、２０１０年６月１８日の閣議で決定

をされました。 

 この中小企業という定義は、これは中小企

業基本法の中に書かれていますので、ここで

は省略をいたしますけども、要は、大企業は 

非常にグローバルなマーケットを視野に置き

ながら、現地主義を進め、そして、国内でも

新たな事業分野を開拓して、そして、独自に

力強く事業展開をしていく力があるものの、

そのような大企業との下請を含めた緻密な取

引をして、部材等を供給したり、あるいは新

しいデザインをはじめとしたビジネスチャン

スの提供をしたりしてきた中小企業は、なか

なかその大企業のような大胆な投資行動を含

めた運営ができないという現実がある中で、

この中小企業が、やはり持っている雇用吸収

力であるとか、それから、事業の核心の部分

であるとか、さまざまなことを考えると、や

はり中小企業というものは、これは単なる規

摸の問題ではなくて、日本の産業を支えてい

く非常に重要な分野であるという認識の中か

ら、雇用をつくり、あるいは雇用を守る、さ

らには地域の経済の活性化を進めていく等々

の観点で、この中小企業を積極的に育成、支

援しようという宣言を出しました。 



 

－13－ 

 そのことをここに延々と書いておりますけ

れども、そういう中で、特にこの次のページ

のところになりますけれども、次のページの

ところで、行動指針というのが、ちょっと②

ページというふうに書いておいたんですけど

も、その３番目に、行動指針というのがあり

ます。これは政府の行動指針なんですけども、

ここで１から８まで具体的に書かれています。

実はこれを読んでいくと、そうすると、政府

も遅まきながら、こういう観点に立ってくれ

たのかなというふうな認識を持たざるを得な

い箇所が幾つも出てまいります。 

 例えば、七番というとこですね、漢数字の

七を見ますと、地域及び社会に貢献できる体

制を整備する。いち早く市町村はこのことに

気づいて、中小企業や、あるいは農林水産業

や、それから、医療・福祉の分野の重要性に

立って、いろんな振興策をとってきたという

ふうに先ほど市長もおっしゃっていました。

国はようやくこういう観点を非常に重視する

ようになったというわけです。 

 中小企業が商店街や地域経済団体と連携し

て行うものも含めて、高齢化や過疎化や環境

問題など、地域や社会が抱える課題解決をす

る、活動を広く支援する。お祭りや町おこし

などの地域のつながりに努める活動への中小

企業の参加も支援をする。また、熟練技能や

伝統技能の継承も後押しをしていきますとい

うようなことを言ったり、そのために８番目

には、中小企業の影響を考慮しながら、政策

を総合的に進めていくということで、縦割り

ではなく、関係省庁が横に連携しながら、起

業、転業、そして新規事業展開の支援策含め

て頑張る。そういうことで教育や、あるいは

金融や、さまざまな領域とも連携をして、実

際に事業を通じて経済をつくっていくところ

で、資金ショートなども起こさないようなき

ちっとしたサポートをやっていきたいという

ことを言い始めたということです。 

 さて、このような中小企業をはじめとした

地域の産業を総合的に支援していくという宣

言をした国は、もうこの段階では世界どこで

もありまして、宣言をしただけでとまってい

るのが、まだ日本なのかと、先進国の中では

そうも言われたぐらいでした。 

 そういう中で、例えば、３ページをご覧く

ださい。③というところで、先ほど事務局の

ほうからも説明があった東京都の墨田区中小

企業振興条例というものの、原文のコピーを

ここに用意しておきました。昭和５４年のと

いうことが書いてありましたけども、要は、

地域産業振興にかかわる条例の検討、新城は

本日をもって始めますけれども、全国で最初

に地域の産業振興にかかわる法整備を進めて、

動き出したのが東京の墨田区でありました。 

 東京の墨田区の御出身、あるいは東京、関

東方面の御出身の方も、皆さんの中にも多い

かというふうに思いますけれども、墨田区と

言えば、これはカネボウであるとか、セイコ

ーであるとか、今日では非常に有名になった

企業が、もともと発祥した、そういう地区で

もありました。中小企業の町、地場産業の町

というふうにも言われたところだったわけで

すけども、人口が日本各地から集まって、そ

して、住工混在をする中で、非常に公害が生

まれて、そして、大手企業の事業がしにくい

環境や、あるいは中小の取引する会社なども

非常に事業を継承する上でやりにくい、そう

いう実は環境になってきたという中で、どん

どんと、いわば区外に事業所が流出をしたり

とか、それから、倒産をするということが起

きてまいりまして、そういう中で、当時のこ

こで言う墨田区長、公選の区長ですけども、

この方がいち早く、これではまずいというこ

とで、改めてこの墨田区内に集積をしている

大企業をはじめとして中小企業の実態調査を

やろうということで取り組みを始めて、そし

て、制定したのが、この条例であります。内

容については簡単に書かれておりますので、

先に進めます。 
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 ４ページのほうをご覧ください。下に④と

書いてあるところです。これが東京の墨田区

で中小企業振興条例をはじめとして、中小企

業あるいは地域産業振興施策を展開してきた

プロセスなんです。この中で、ちょうど１９

７５年に特別区の区制が始まって、公選区長

が生まれて、と書いてありますけども、いち

早く７７年に、この中小製造業実態調査とい

うのを行いました。先ほど課長が言われたよ

うに、区内の約９，０００の中小の製造事業

所の悉皆調査を、区の職員、係長級が１８０

人出て、悉皆調査した。全部１軒１軒回って、

訪問調査をしたということが余りにも実は有

名になりました。 

 しばらくその後に継ぐ自治体はなかったん

ですけども、その後、どんどん生まれてまい

りまして、実は、今日では非常に多くの市町

村が、この条例をつくるというところまでこ

ぎつけてきたというところなんですが、しか

しという話がまた後で出ますので、これはち

ょっとパスしたいと思います。 

 実は、このような条例をつくるということ

なんですけれども、条例をつくってお終いの

ところが、本当は大変多いわけです。だけれ

ども、条例というのは、今日の地方分権、地

域主権と言われる中においては、この条例が

まちづくりには、あるいはまちの産業をこれ

から活性化していく上での根拠となる法律と

いう性格を持っています。したがって、その

法律に基づいて推進体制をしっかりとつくっ

て、そして、推進をしていく根拠として、生

かさなければなりません。また、しないなら

しないということで結構だ。そのかわり将来

には自己責任をということが一方であります。 

 新城の場合には、先ほど市長の言われてい

る置かれた状況は非常に厳しいという現実が

ある中で、その厳しい現実を克服していく産

業面の手だてとして、この墨田区に学びなが

ら、条例をつくっていこうということだろう

と思います。 

 さあ、それで、では、どのような調査をし

たのかということが⑤に書かれております。

ご覧ください。これが資料、墨田区中小製造

業実態調査票、実際に使われた調査票なんで

す。従業員５人以上の事業所ということで、

１９７７年のそのものを、きょうコピーして

持ってきたわけですけども、これ左から右へ

というふうに見ていくものです。 

 ご覧のとおり、まず、まず１から６までは、

これは属性について、まずは調べております。

つまり、こういうことも所管課の担当者以外

はわからなかった時代だったんですね。デー

タベースというものがまだ存在しない状況で

す。ですから、外部から企業に来てください、

来てくれればうれしいということでとどまっ

て、あとは税務上の相談に乗るのか、あるい

は工業高校の卒業予定者とマッチングをさせ

るとか、そんなようなことしかなかった時代

でした。 

 以下、８番、９番というように、具体的に

実は調査をしていくということを初めて行っ

たというわけです。 

 １２番をご覧ください。そうしますと、１

２番というのは⑤の１２番ですね、質問項目

の。墨田区に立地して、特に有利な点につい

てお答えください。本当は何が有利かという

ことを知っていて、いろいろと企業にアピー

ルするんですが、この時代、まだ何が地元で

有利なのかということも、十分行政が把握せ

ずに、とにかく立地してくれればありがたい

し、なるべく出ていかないでほしいというよ

うな気持ちがありました。 

 １３番の設問でも、墨田区に立地して、特

に不利、不便な点について何かということを

教えてほしいというようなことになります。 

 次の６ページを見ますと、そうすると、１

４番には、近い将来、墨田区から他地域へ移

転計画がありますかというような、このあた

りは切実な、実は本音を聞きたいところの質

問が出てまいります。まず、このあたりで取
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っかかりをつくって、あと悉皆調査で詳しく

聞いていくということをしていったというこ

とです。 

 １５番は、最近の景況、そして１６番は生

産経済ということで、売り上げ、年商を聞い

たり、そして、地元から海外に東京港とか、

それから横浜港を通じて、川崎港を通じて輸

出をするということもしておりましたので、

どれぐらい輸出しているんですかというよう

なことも聞いておりました。 

 今後の経営方針としては、続けるか、拡大

するか、やめるかというような問いかけなど、

ずうっと、あと資金問題がどう変わるかとい

うことも含めて、詳しく聞いていくというこ

とにいたしました。 

 このようなヒアリング調査をした上で、先

ほどの一枚物の条例がようやくできたという

ことなんですが、実は、この条例で終わらな

くて、４ページの資料のところにもあります

ように、今度はこれを総合計画に生かしてい

くということや、それから産業振興のマスタ

ープランをつくるということに進んでいくこ

とや、そして、中小企業センターをつくって、

業種交流事業、今日の商工会の皆さんが積極

的におやりになっていることを、当時、行政

が商工会議所と連携して、こういうことを行

っていた等々が、この平成元年までのあたり

で詳しく書いています。 

 今日では、日本全国からファッションをは

じめとして、さまざまな起業をしてみたいと

いう若者たちが、実はここにもこぞって集ま

ってくる町に徐々に変わってまいりました。

私も、実はここには何度も伺って、ここで会

社を起こしている仲間もいます。私も小さい

ですけども、会社を今まで３つほど起こして

運営してまいりましたけども、そういう経験

からすると、このプロセスというのは非常に

丁寧な実は条件があったなということを、現

時点でも感じておりました。 

 その後、ここでは何を進めてきたかという

と、大きく２つです。 

 １つは、ブランドをつくるです。地場ブラ

ンドというものを徹底してつくっていくとい

うことです。 

 そして、２つ目は、御存じのとおり、東京

にはとても大きな建物ができました。あれは

何だったかな、今、ど忘れしましたが、この

間、行ったところで、皆さんも行かれたと思

いますけども、スカイツリーです。だんだん

物忘れが激しくなってきまして、スカイツリ

ーができて、そのスカイツリーで年間４００

万とか５００万とかの観光客がやはり来るよ

うな時代になっています。 

 そういう観光客を観光客で終わらせない、

先ほど体験ということも言いましたけども、

地場に集っている中小をはじめとした産業が、

業態変革をしたりとか、あるいは観光と融合

して、地元のブランドをどんどんとアピール

していく、こういう産業と観光の融合、融和

というのを、今、積極的に仕掛けていく、そ

ういうプランと実際に事業を展開するまでに

なってきたということが、ここの中でわかる

ようになっております。 

 さて、それで、この実は調査票をきょうお

見せしたのは、新城ではこういうものも参考

にして、これから調査のアンケートの中身づ

くりとか、それからヒアリング、何をするか

ということを議論しなきゃいけないというこ

とが、一つはあったもんですから、その原点

のたたき台をきょう、お見せしたということ

なんです。 

 さて、もう一つ、簡単に資料を説明します。

北海道、うんと飛びまして、帯広市の資料も

つけておきました。実は、先ほどの東京の墨

田区は区の産業振興のためです。しかも、総

合的な産業振興に今日変わってきているので、

そういった点では参考になるところもあるん

ですが、帯広の場合、皆さんも帯広は遊びに

行かれたこともあると思いますし、この帯広

の中小企業、あるいは地域経済の振興条例の
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大きな特徴は、ちょっとだけ読ませていただ

きます。 

 帯広市の中小企業振興基本条例と書いてま

すね。ここは実は、墨田区の担当者にたくさ

ん来てもらって、勉強会を地元でやりました。

中小企業の団体の皆さんとか、それから酪農

関係の皆さんとか、さまざまな業種の方たち

がお集まりになりました。特にここは金融関

係の地元の帯広信用金庫をはじめとして、地

元の金融関係者が非常に熱心に場所の提供や、

いろんな情報提供もされました。 

 ここの大きな特徴は何かというと、帯広市

のこれは条例なんですけども、帯広市の産業

というものは、これは帯広市だけで成り立っ

ているわけじゃない。つまり、市を取り巻く

十勝地方、十勝地域という、十勝というとイ

メージがわかないかもしれませんが、広さは

岐阜県と同じだと考えてください。愛知県よ

りもでかいということです。岐阜県と同じ規

模の十勝地方の中核都市ということから、こ

こでは帯広市の産業振興を考える上では、帯

広市と、そして十勝地域にある地域資源の価

値を見詰めて、再評価して、そして、帯広市

と十勝地域の広域の雇用の確保や拡大と、そ

して、市民所得の向上を目指していくという

ことに徹底してこだわることです。 

 これはなぜこんな資料を出したかというと、

新城も実は新城市のみでなく、東三河とか三

遠南信とか、やはりこれから高規格の高速道

路が本格的に開通すると、さらに、広域的な

生活経済圏を意識して、それを活用して、新

城の活性化を図っていく必要が出てくるだろ

うと。その点で、この帯広の条例というのは、

全国の中でも、新城のこれから条例を考えて

いくときに役に立つ可能性があるということ

で、きょうはほんのさわりだけ御紹介いたし

ました。 

 さて、それで、詳しいことは、この⑧、⑨

あたりに書いておきましたので、ご覧いただ

ければと思います。 

 それで、最後のほうになってまいりました

けども、⑩というところがございます。実は

⑩は、これは何かというと、つい２カ月ほど

前でしょうか、皆さんもショッキングな話題

が走りましたけども、日本創生会議という、

東京に本部を置いている民間の団体になって

ますけども、政府と非常に強いパイプを持っ

ている。会長さんは、前の岩手県知事で、総

務大臣もやった増田さんです。彼の委員会が、

消滅可能性都市の発表をいたしました。全国

１，７００ほどある市区町村の中で、愛知県

もその調査対象になりまして、愛知県からも

実は名前を出して、ここはこれからなくなる

という町が紹介されました。２０１０年を起

点として、２０４０年までの間に、約３０年

の間に２０歳から３９歳までの女性が、いわ

ば社会減等をしていって、そして、５０％を

割るという、そういう可能性のある都市です。

ということは、お子さんを産んで、そして育

てていく機会が、町から失われていくという

ところです。 

 愛知県内の市町村の中で、新城市が都市の

中では唯一、その指定を受けてしまいました。

指定を受けたというよりも、新城市はせっか

く合併をしたんだけれども、放っておくと、

２０４０年には新城市で２０歳から３９歳ま

での女性の半分以上が市外に流出をして、こ

の市内でお子さんを産んで育てて、人口の再

生産ができる町ではなくなって、そして、町

が消えるということを宣言されてしまいまし

た。そのことが、全国各地で実は話題になり

まして、実は内々ではそうかもしれないなと

いうふうな感じを持っていたところもあった

ようですが、新城はどうでしょうか、このあ

たり、皆さんの率直なお考えを聞きたいとこ

ですけども、そういう現状の中で、一方で日

本創生会議では、幾つかの対応策も出しまし

た。ここの右側にあるところが、モデル１か

ら６までの対応策ということで、実は紹介さ

れておりました。 
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 モデル１をご覧ください。産業開発型モデ

ルということで、地域の特徴ある資源を生か

して、産業化を進め、そして、女性が雇用で

きる環境、働ける環境とか、それから、男性

と女性が共働きをして、家計の所得の水準を

高めて、消費を活発化できる、そういう条件

にあるとかということをここで言っています。

新城の場合は、もしかしたら、このモデル１

が、このような消滅可能性都市からの脱却と

いうものを考える上で、大事なヒントになる

かもしれません。その具体的な事例を事例１、

２、３、４、５ということで紹介してありま

すので、ここはまたぜひ皆さん、お読みいた

だければと思います。 

 女性の変化率、つまり女性人口が増えてい

く可能性とその要因をまとめたのが左側にあ

ります。愛知県内では、日進市、それからみ

よし市、そして高浜市が、ここで出てきてい

ますけども、町村では幸田町が出ています。

幸田町は私どもが実は住んでいるところで、

ほんとかなというふうに思いますけども、出

ております。こういう情報をきょうは皆さん

にお出ししました。 

 さて、あと一枚物について簡単に御紹介を

します。先ほど東京の墨田区の話題を出しま

したけども、墨田区も実は条例をつくって以

降、本当に毎年毎年、実態調査をやり直して、

そして、データベースを一生懸命作りました。

つまり具体的な実態が把握できなければ、つ

まり処方せんがなければ、どんな国の補助金

や、あるいは市独自の施策をやっても、それ

は空振りに終わるということなんです。外か

ら、外部から言われずとも、まずは実態をみ

ずから把握して、そして、庁内の全ての課で

状況を把握して、そして、民間の方たちにも

協力をいただいて、地域開発をしていくとい

うことです。 

 これが一枚物なんですけども、墨田区に行

くと、いろんなところに置いてあります。何

かというと、これがマスタープランの概要版

なんですね。後でお回ししますけれども、

「楽しくあれ」というふうに書いてあります。

「墨田区に住み、働く人々が墨田らしさであ

るものづくりの文化に誇りを持ち、楽しく過

ごして」ということで、具体的に楽しく過ご

すにはどうしたらいいかということが細かく

書いてあります。本当、これ使いにくく、真

ん中が切ってありまして、要はいろんな工夫

がしてあるので、皆さん、どうぞお回しくだ

さい。こういうものが、これは行政の発案と

いう、行政と民間が一緒になって作ったもの

ということです。 

 その中で、それをまとめたのが、「これか

らの産業振興の方向」という一枚物の紙に書

いてあるものなんです。東京だから本当に人

が集まってきて、安泰だろうと思ったら大間

違いで、ここも放っておいたら消滅可能性都

市の候補に挙がる町でもありました。だけど

も、ああいうタワーができたことによって、

思わぬ外部効果が生まれてきたと。じゃあ、

それを内部化しなきゃいけないということで、

今、いろんな取り組みをしております。 

 さあ、それで、私のほうの資料の最後とし

て紹介をするのは、この横長のものなんです。

細かな数字が書いてあるので、見にくいので、

ポイント的に紹介します。 

 まず、この資料のこれからの地域産業の総

合的な振興をというふうに考えていく考え方

で役に立ちそうなのは、このチャート図が書

いてある地域経済の基本構造と書いてあるん

ですけども、これは私がよく使うものなんで、

それを用意して、⑤なんです。⑤というもの

で、開放体系の２地域経済システムと書いて

あります。産業振興といえば、経済の活性化

ということです。農業にしても林業にしても、

そして、福祉や医療等々、サービス産業にし

ても、教育もそうですけど、生産活動、つま

り皆さんが働いて、そして、物やサービスを

つくって、ただつくっただけではだめなので、

それに値段がついて、そして、初めて販売を
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されていく。販売をされられれば、それは所

得が生まれてきます。生産がまずはある。そ

して、次に、それが売られて、所得になりま

す。所得になれば、それが個人の所得にもな

るし、会社の利益にもなるし、そして、取引

先の企業の収入にもなってまいります。そう

して初めて今度は、個人はコンビニとかスー

パーで買い物をするし、そして、いろんなサ

ービスを買ったり、教育サービスを買ったり

ということもしますし、旅行にも行ったりも

できます。そういうふうにしてお金が回って

いく。それでまた、産業が活性化するという

ことになります。 

 こんなふうにして、経済という一言で言い

ますけども、生産と、そして流通、そして分

配、支出というものが、繰り返し、繰り返し、

この新城の町や新城を起点として東三河で行

われていくようにすることが、この地域産業

振興条例の大きなねらいになるだろうという

ふうに思います。それがなくて一方通行だっ

たら、やっぱり人口はどんどん減っていくだ

け、先細りだけになっちゃいます。 

 さあ、それで、その裏側をご覧ください。

細かな数値を載せておきましたけれども、そ

の中で、まず、右側をご覧ください。右側に

１０年間のＧＤＰとＧＮＩと書いてあります

けど、要は、今言ったＧＤＰというのは、こ

の市内で物やサービスを作って、どれだけの

お金を産み出していくかという金額を表して

います。そして、これを平成１３年度、そし

てＧＮＩというのは、今度は新城に住んでも

らえる方たちが、市内と、そして市外でどれ

だけのお金を得ておられるかというものの数

値の合計なんです。これは、総務省の統計で

発表されております。 

 そうすると、新城って皆さん、どこかおわ

かりですか。新城というと、非常に特徴的な

ことがわかってきたんです。これ本当、簡単

な図なので、一言だけで紹介しますと、新城

市を見ると、平成１３年度のＧＤＰが１９９

０３０という数字が載ってますね。それに対

して、同じＧＮＩのほうの平成１３年度を見

ると、１４７５６３という金額になっていま

す。その差額が５１４６７ということで、新

城では、市内でいろんな生産活動があるんで

すけども、しかし、市内で働いている、市内

に住んでいる人たちのいわば所得、あるいは

市内で事業をやっている人たちの所得という

ことをはるかにあふれて、市外に流出をして

いく、つまり所得の流出減、これはどういう

ことを意味しているかというのは、これは後

で言います。 

 ということで、市内の所得の流出率２５．

９％という数字なんです。これが平成２３年

度には、４１．１％に増えています。これは

一つは、横浜ゴムさんをはじめとして、大手

企業や中小企業の皆様が一生懸命事業をやら

れて、そして、生産活動を活発化という面も

あるんですが、市内に住んでいる人たちが、

その所得、いわば受益を受けるだけの人がい

ないという、つまり市外から働きに来て、こ

の市内で生産された果実を持っていかれると

いうことなんです。これはいいような面では

あるんですけども、今度は個人住民税の負担、

そういうことになると、みんな豊橋とか豊川

のほうで税金を納めてしまうので、市のほう

の税収になっていかないもんですから、いろ

んな福祉や医療関係の必要なサービス産業も

展開できないということになってまいります。

こういうことが一つ大きくて、実は新城とい

うのは、非常にそれが顕著な、愛知県内でも

顕著な所得の流出都市ということが言えて、

その傾向を強くしているところなんです。 

 それに対して、同じ安城市とか高浜市とい

う条例をつくったところは、その規模が小さ

くなっているんです。このことをしっかりと

実は見ておかなきゃいけない。だから、新城

が消滅可能性都市というふうに言われたのは、

やはり人口が減っていくだけじゃなくて、働

いて収入を得るところが減っていくというこ
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とが非常に顕著であるということが言えるん

です。 

 その左側のところには、この市町村民所得

の内訳というふうに書いておきまして、これ

は細かな数字ですので、見るところは２カ所

だけです。新城を見ますと、そうすると、企

業所得というのを見ると、１７．５％なんで

すが、その内訳を見ると、民間法人企業、つ

まりこれは大企業とか中小企業でも元気のい

いところ、これが６．７％しか占めておらず

に、１０．９％、個人事業所の皆さんが頑張

っておられる。 

 こういうふうにして、新城は非常に生産活

動は活発なんですけども、中小、特に個人を

含めた中小の事業所の皆さんが一生懸命やっ

ておられる。でも、それが市内で働く人たち

が増えてないということで、その人たちの所

得に還元されていかないということで、市内

でも消費をされないということで、市外でお

金を使っている方たちが多いということにな

ってしまっている。これが、やはり今後、条

例などをつくって、市内で生産活動をしたも

のが、市内の皆さんの収入になって、そして、

市内でもたくさん消費をされていくというこ

とができるようにすることが、条例でできる

といいなということなんです。 

 特に、その前提としては、環境に配慮した、

あるいは環境再生という観点、先ほど市長が

言われたように、環境に負荷を与えるような

形で、ＧＤＰが伸びてもしょうがないですの

で、環境に配慮した環境を再生しながらの、

これからこういう経済循環を満たしていくの

が大事だということだろうというふうに思い

ます。 

 いろいろたくさん資料を御紹介させていた

だきましたけども、最初でしたので、どうぞ

お許しください。 

 ということで、新城が今、直面しているこ

とは、外にいる者から見ても、これは放って

おけないことじゃないかなというふうに思い

ます。そういう中で、これから新城市で産業

振興を持続的に進めていく、さらには最先端

の再生可能エネルギーなどもうまく取り込ん

だ経済をつくっていくというような根拠とな

る条例をつくりたいが、皆さん、どんなお知

恵があるでしょうか。どんな方法でつくった

らいいでしょうかということを、これからの

委員会で審議をしていこうということになり

ます。 

 前置きが随分長くなりましたけども、私の

ほうからの話題は、これで終わりたいと思い

ます。 

 それでは、この条例策定に向けての委員の

皆様のお考えとか、思いとか、あるいは質問

とか、率直にこれから出していただく時間を

３０分間設けたいと思いますので、これから

皆さんのほうにマイクを渡していきたいと思

います。 

 皆さんのお話の途中で、これからの進め方

についての事務局の提案を後で出してもらう

というふうに思いますので、よろしくお願い

申し上げます。 

 それでは、いかがでしょうか。この条例策

定に向けてのお考え、委員の皆さんの思いな

ども紹介していただけたらと思います。どな

たからでも結構です。 

 マイクを持っていきますので、マイクを使

ってお名前を、録音している関係もあります

ので、お名前を述べていただくことに御協力

をお願いします。 

 それでは、挙手をしていただきたいと思い

ます。 

 それでは、最初なもんですから、全員の皆

さんから意見をいただくということもよろし

いでしょうか。 

 じゃあ、権田さんからマイクをお渡ししま

すので、お願いします。 

○権田委員 いろいろと資料を、なかなか頭

の中には入らなかったんですが、商工会とい

たしましても、やはり昨日も理事会というの
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がございまして、毎回出てくるのが自主廃業

という数と、新たに加入される方とがほぼ一

緒、もしくは廃業のほうが多いというのが、

ここ一、二年、状況としてあがっているとい

うところがありまして、商工会の会員も、ほ

とんど５名を下回るような零細企業が多く、

家族で経営している商店さんとかが多いとい

うことと、やはり人に対しましては、皆さん、

雇用もなかなか受け皿がないということと、

人が少ないということで、商売もなかなかう

まくいってないとか、売り上げが上がってい

かないというところもあったり、いろんな問

題を商工業者としては抱えておりますので、

その辺を少しでも解決できるような施策を、

この振興条例委員会で皆さんと一緒に検討さ

せていただいて、地域が少しでもよくなれば

というふうに思ってますので、これからもよ

ろしくお願いします。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 では、隣、山本さん、お願

いします。 

○山本委員 森林組合の山本です。山という

形のことを考えている第１次産業に入ります

けども、今一番問題になっていることは、後

継者がいなくなってきているということ。な

ぜ後継者がいないのかということは、結局、

要するに新城は周辺部の地域の人たちが、そ

こに住もうとしても、収入源がないというこ

とで、結局、後継ぎが外へ出てしまっている

ということ。 

 それと、もう一つは、現在の木材の値段を

考えたときに、もう以前のようなことは、ほ

とんど望めない。どういうことかというと、

山の木を切って、それを運搬して市場に出し

たら、手元に残るのがごくわずかか、もう赤

字になってしまうというようなこと、そうい

うことを考えても、山の木を切っても仕方が

ない。そのまま放っておくしかしょうがない

んだと。簡単に言ってしまいますと、余りい

いことばかりではないです。悪いほう、悪い

ほうへと行っちゃうわけですが、そういう状

況の中で、そういう産業のことを考えていく。 

 実際に、じゃあ、森林組合がこういう形で

やっていくのかどうか考えたときに、今のと

ころは間に合うと。県のほうで森と緑づくり

税というような、そういう形の事業があり、

その補助金、あるいは国からのそういう補助

金の体制が一応できてますものですから、そ

れが今の形を成り立たせているのかなという

感じがしております。だから、今後、１０年

たったら、果たしてどういう状況になってい

るか。 

 だから、こういう、きょうお話を聞いてお

りまして、大変だなという感想を持っており

ます。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。 

 続いて、荻野さん、お願いします。 

○荻野委員 金融協会の荻野です。金融なん

で、いろんな業界の方々とお話しする機会が

多いんですけど、全般的に人手が足りないの

かなと。人材不足と言っていて、派遣もなか

なか来てもらえない。逆に、新城だと来ても

らえるというような状況も起きているように

思います。 

 人が住みにくいというようなことが起こっ

ているんじゃないかと思いますので、そこん

ところを何とかできるような策が、市として

打ち出していければ一番よろしいのかなとい

うふうに思っています。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございます。梅

津さん、お願いします。 

○梅津委員 ちょっと私も勉強不足なんで、

ちょっとおかしな話になるかもしれませんが、

労働組合が、私の企業、生まれが新城じゃな

いもんですから、福岡のほうから来たもんで

すから。特にこの数値、特にＧＤＰの先ほど

の話じゃないですが、うちはどちらかという

と県外から来る人が多いもんですから、県外
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から来て、新城に住もうか、こういうことが

やっぱりどうも今の若い人を含めて考えにく

いというか、生活環境なのか、それとも住居

を決めてないのか。それとも今、うちの組合

員を見ると、どちらかと言うと豊橋・豊川に

住居を構える人が多くて、そういう意味では、

やはり先ほども少し話があるように、人も少

ないとは思うんですけども、どちらかと言う

と、そういった意味で住めるというか、住み

たいようなまちづくりをですね、そうするこ

とによって、人が集まるわけですから、どち

らかと言うとそうなると、やはり活気も出て

くるのかなと。 

 御存じのように、労働組合で仕事をしてい

ると、いろんなとこへ、特に尾張のほうへ行

くことが多く、三河と尾張で、こんなに違う

のかというのが一つ。名古屋を過ぎると明る

いんです。夜の町が明るいという言い方が正

しいかどうか。やっぱりこっちへ少し会議な

んかで寄ると、新城って暗いですね。要は街

灯が落ちているんですね。 

 そういった意味で、活性化をさせる、先ほ

どの墨田区じゃないんですけども、やっぱり

人の集まるという、集まってくれば、どうし

ても、中小、特に飲食店、活性化がされるだ

ろうし、もっと言えば、豊橋市なんか行くと、

アクロスみたいな、一大何とかイベントとい

うのが、そういうのがある。そういった意味

で、やはりこの収入が減っている、要は市税

がみんなというのは、やっぱり、これは死活

問題であり、お金も回らなくなるわけですか

ら、そういった意味で、この中小を含めてな

んですが、そんなことをやっぱりきっちり、

我々の中で、考えるべきなんだと。 

 要は、よく言われるけども、横から見たり、

上から見たり、下から見たりと考えいきます

と、何が、やっぱり何かが足りないんだとい

うところを、それをやっぱりこういう部分で、

目標、条例になっておりますね。そして、い

ろんな物が入れれば、活性がされるというよ

うな形での、先ほども後継者の話もあります

けども、そんな部分では、どんどん人が逃げ

ているとこがあるというふうに、ここを抑え

るのが一番、まず、やらなきゃいけないこと

かなあと、こういうふうに思います。 

 主旨が違うかもしれませんが、そういった

意味で、少し、今、新城でもし住むんであっ

たらと、我々の組合員に問うと、大抵、「う

ーん、ちょっとね」と言われるんであれば、

やはり特に正直に言うて、最後は心配なのは

老後だったわけですね。御存じのようにバス

も少ないですし、そういった意味では、作手

のほうでうちの先輩がいましたけども、みん

なやっぱり作手から出て、病気すると救急車

でも３０分以上かかるんだと、心筋梗塞なん

か起こしたら、もうだめなんだなという話で

すし、やっぱり離れていくという、そういう

のを若い人が見ると、また、同じように出て

いっちゃうなと、そんなことも入れながら、

少し見方を変えると、若者の対策含めて、条

例の中に入れることが一つの、何といいます

か、少し楽しいというか、ここにいろいろ書

いてある見方でできるかなと、そんな感じで

思っています。 

○鈴木誠委員長 どうもありがとうございま

した。では、青山さん、お願いします。 

○青山委員 高齢者の分野からでございます

けど、先ほど国勢調査を見ると、愛知県が６

５歳以上の占める割合が２０％ですけど、新

城市は２８％としたら、高齢化は４０％を超

えているという時代で、２０２５年には団塊

の世代が後期高齢者になるということで、そ

れがもう３０％になるという、微増になると

いうことになりますけど、やはり高齢者の元

気な地域というのも、そういうのも必要かな

というのを思います。 

 それと、私、さっき言った豊橋からこちら

に、新城に通ってきますけど、来る道中はと

ても緑がきれいで、すばらしいなといつも思

っているんですけど、そういった農業や林業
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等、それをうまく活用し、いろいろとできな

いかなという、最近、中国、最近ではないで

すけど、以前からありますけど、そういった

安心・安全の食材というのも提供できるし、

それを加工する工場等をこちらに誘致して、

安全な食品を提供できるというのも考えては

どうかなと思っております。 

 あと、人材不足でございますけど、やはり

同じように、うちの施設も豊橋からも結構、

３割、４割がやっぱり来ておりまして、新城

から募集しても、ほとんどやっぱり来ないと

いうのが現況であります。 

 その若い人ですかね、新しい人はどうした

ら新城にということで思いますけど、まず、

若い人ですね、人材育成ということでござい

てまして、残念ながら、大谷大学というのが

あったんですけど、それがなくなってしまっ

て、少しそちらも福祉の学校だったもんです

から、期待をしていて、看護学校にはなった

んですけど、そういった教育を、学校を誘致

するというのも、ただ、お金等いろいろと要

ると思うんですけど、秋田とかああいうとこ

で、すばらしい教育をしているということも

ありますので、そういった点もあるのかなと

思います。 

 あと、もう一つ、こちら新城というのは、

歴史ある町ということでございますので、そ

ういったものも少しアピールをして、すると、

いろんな形でサービス業も、先ほど観光の湯

谷温泉とかそういうところもありますので、

全体的に盛り上がるなと思いますけど、それ

とあと、いろいろアイデアがございますけど、

想像力を持って、墨田じゃないですけど、住

みやすい町というのがやっぱり一番重要かな

と思います。やはりアイデアを出し合って、

何とかそれが実現できるように、豊橋市民で

すけど、私も１年前ぐらいに新城に来たんで

す。まだなかなかその辺もわからないことづ

くめですけど、新城の市民のために何かでき

ることをとろうと思っておりますので、個人

でもそういうことで努力していきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

では、よろしくお願いします。 

○鈴木太委員 私ども青年会議所はふだんか

らまちづくり活動ということでさせていただ

いておりますけども、その活動の中から見て

思うことは、新東名が１年延期されましたけ

ども三遠南信が通り、これから東三河にして

もこういう傾向ができていくという、地域の

枠組みが変わっていくという中でありますの

で、そういった中で、その波にのまれないよ

うに、しっかりその産業の振興を新城にしっ

かり作っていかないと、いろいろ交通網です

とか、そういったものが変わっていく中で、

単なる通過するだけの町にならないように、

まずこの町の適切な調査をしていく必要があ

るのかなというふうに感じさせていただいて

おりました。 

 ただし、それでも、若手の農業従事者です

ね、新しく農業を始めたいという者もおりま

すし、それから、若い世代は、私も新城で育

って、高校を卒業して大学、就職活動、一旦

は新城を離れていく若い人が多いですけども、

そういった方々が、また地元に戻ってこよう

と思えるような元気のある町になっていくよ

うに産業振興の形をつくっていければなとい

うふうには思っております。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

では、浅見さん、お願いします。 

○浅見委員 このせっかく女性が一人、若者

枠で受け入れられているので、その点からち

ょっと話したいと思うんですけど、お話をき

ょうも聞かせていただいて、私が思っていた

のは、少子化の問題が気になるなと思うよう

なところにリンクしたところがあるんですけ

ど、私も八名井出身で、お姉ちゃんのときは

クラスが、３クラスあったけど、私のときは
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２クラスになって、今は息子は１クラスにな

って、本当にどんどんどんどん減ってきて、

今、学習塾で中学生とか幼稚園とか教えてい

るんですけど、中学生の子たちが進路指導す

るときに、この子の年で考えると、将来、ま

ちに出なさいということを言っていて、なの

で、全体として新城がいいなと思いますけど、

個人としては、今の段階で考えると、やはり

出させてあげたいなというふうに思ってしま

うことがあって、私も名古屋にも、東京にも

住んでいたことがあるんですけど、女性の進

出の面では余りにも新城は、特別に遅れてい

るというよりも、進出する気が余り女性にも

ない感じはあるんですけど、さっきの新城市

の消滅の危機というところを聞いてて、まさ

に自分のことかなと思って、例えば、伴侶の

都合で新城を離れることになったとしても、

全然、じゃあ、私、新城を出ますと思うんだ

と思うんですよ。全然、新城にこだわろうと

いう気が、自分、仕事もむしろしますけど、

それでも家族がそういうふうならとで思って

しますので、面白みがないというところがあ

ると。 

 それから、ＧＤＰとＧＮＩが対立というと

ころで、東名、新東名のこともそうですけど、

第１次産業に力を入れているのかなという感

じでいますけど、結局、そういう建設業かだ

と、お父さんが通勤できてしまうので、豊橋

市なんかで通勤されている方がすごく多いな

と思って、そうすると、第２次産業を頑張っ

て進めても、新城の存続というふうにつなが

らないような気がして、だったら、そこは逆

に、新城が子育ての拠点になれば、子供はど

うしても通学圏内に住まないとしょうがない

ので、そうすると、親も必然的にそこに家を

構えるんじゃないかなと思って、お父さんが

一人だけちょっと遠くに通いなさいよとか、

そういうふうに逆になればいいんじゃないか

なと思います。 

 私、今、新城で子育てしていて、東京で満

員電車の中、朝、黄色い帽子かぶって、一生

懸命、ぎゅうぎゅうに押されながら通学して

いた子たちを見ていると、本当に安心という

のはすごくあるので、若者というまとまりじ

ゃなくて、独身層と、若者の中の子育て層と

で全然求めるものが違うので、独身層という

のは、便利さの面で全然来てはくれないので、

幾ら大学生とか社会人とか、親もそうですけ

ど、独身はやはり不便なところに来たがらな

い。だけど、それが子育てになった瞬間に、

もう安心が絶対の第一条件になるので、不便

ぐらいでもいいかなというふうに思えるので、

第３次になると思うんですけど、そのときは、

子供をいかに住ませたいと思わせるかという

ことを進められたらいいなと思います。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

僕と変わったなと言いまして、切実さが全然

違うなというふうに今聞いてて思いましたけ

ども、皆さんも多分、相当感じられた方も多

いと思いましたけどね。 

 じゃあ、まずは皆さんの意見を伺うことを

優先しましょう。 

 じゃあ、こちらにマイクありますので、い

いですか、こちらから進めていただいて。 

○海野委員 海野でございますれど、農協関

係でございますけども、いろいろと聞かせて

もらって、本市でいかにお金を回すことを考

えたいなというふうに思います。今、やはり

ＧＤＰ、ＧＮＩの流通のほうを見ましても、

１０年前と比べて、私たちの若いころは車に

夢中になったりして、小遣いをタイヤに、ガ

ソリンにということで、当時は地元の修理屋

さんで車屋さん、ガソリンスタンドとか、い

ろんなところに近くでお金が回っていたと思

うんですけども、今、若い人たちで、どうで

しょうか、買い物は豊橋、あのショッピング

モールですか、小遣いは携帯や、そういった

スマホのほうですか、そういったものに結構

自分の持っているお金は全て都市とか、そう

いったほうに出ていってしまう。やっぱりそ
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ういうことで、地元の方にお金を使ってもら

うという手があっていないなというふうに考

えているわけであります。 

 農協でこれにつきまして取り組みをすると

いうことになるわけで、農協のほうでは市内

の飲食店組合の方の協力を得て、また観光と

いうか、旅館業の方の協力を得まして、地元

農家応援の制度という制度も、半年ぐらい前

にやりましたので、それはどういう制度かと

いうと、農協のグリーンセンター、産直です

ね、この野菜をどれだけ買っていただくかと

いいますか、飲食店の皆さん、それから旅館

業の方に買っていただく方に、プレートをつ

くりまして、このお店は地元農家を応援する

店ですよという、プレートの認定書を送りま

して、これをレジのところに飾っていただき

ます。そのプレートについても、田口高校の

キーを使いまして、田口高校と地元の協賛で、

そしてプレートをつくって、表示していただ

く。それによって、農家の人たち、地元の農

家の人も、その野菜が新鮮で、安全な野菜を

買っている。出ている同士、飲食店や旅館の

皆さんもこのプレートを見た場合、何もこち

らのほうに来ていた観光客の人が、名古屋と

同じものを食べに来るわけではなくて、やは

り地場産の野菜を食べに来たいという願いで

来ているということでありますので、そうい

った面のつき合い、お互いに相乗効果、それ

からお互いにＰＲしましょう。例えば、農家

の人が法事とか何かやるときには、俺んちの

野菜を買ってくれるお店に行くようにＰＲ、

そういったお互いに宣伝をやりましょうとい

うようなことで取り組んでおるわけですが、

これがなかなか広がりに限界があって、別に

農協を通さなくても、地元の農業を応援する

という形で度外視しておるので、そういった

部分で、何か職員ができればいいかな、お力

添えをいただければ、農家の方、声をおかけ

いただけるんでないかなということを、ちょ

っと一つの関連できる事業かなと思っており

ます。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。 

加藤さん、お願いします。 

○加藤委員 観光業でございます。宿泊業、

それから飲食店、土産物店など、複合的な業

種ではございますが、我々は、したがってこ

の地域から離れられない、この地域が発展し

ないと、自分たちの商いというものも栄えな

い業種ではございます。 

 この業界を取り巻く環境としましては、当

然、商工会のほうでも発言があったとおり、

まず、従事されていらっしゃる飲食店だとか、

土産物屋さんなども、皆さんどんどん高齢化

が進んで、後継者がいなくなって、ここから

先、大分飲食店もまた観光業の施設というも

のも減っていることは避けられないなという

時代でございます。 

 そして、やはり人材不足ということを皆様、

御指摘されましたが、それも同様でございま

す。私、個人の会社であれば、地元の高校か

らも当然新卒の採用などもしておりますが、

それだけではやはり間に合わなかったりして、

また来年４月に向けて、これでことしは沖縄

にまた取り組んでいかなきゃいけないのかな

というようなふうに思っております。 

 ただただ、それもまた、たぶん消費産業の

方々が、沖縄も限られているもんですから、

これもまた、ことし、厳しいなあなんていう

て考えております。 

 なかなか人材不足という、本当にこんなん

だったらいいますか、今、皆さんが、ＪＡの

件でおっしゃっていただきましたが、国もま

て考えております。 

なかなか人材不足ということ、本当にこん

なんだったらいいますか、今、皆さんがＪＡ

の件でおっしゃっていただきましたが、この

取組もまだまだ観光協会は、正直申し上げて

出ていっていないのが現状でございます。私

どももやはり、皆さんなかなか休みを求めて

遠くへ周遊されていくような傾向が多く見ら
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れて、まだまだ地域での存在、旅館のＰＲが

しきれていないなというふうに考えておりま

す。 

 こういった条例の制定なのか、それとも、

かえって具体的な観光の振興策なのか、卵が

先なのか鶏が先なのかじゃないですけれども、

本当に総合的に、これから先、この地域を観

光で盛り上げていくには、総合的に産業政策、

大変な時期だとは思いますが、そこは大きな

絵を描いていかないといけないなというふう

に思っています。 

 そして、観光振興ということで言うと、や

はり外から来るお客様は、どちらかと言うと

新城というものはイメージは持っていらっし

ゃらなくて、奥三河という中にそのイメージ、

ここから先は奥三河のブランディングという

ことを私は課題だというふう考えていますが、

そんなこともセットで、観光に関してもいろ

いろ進めていけたらなと思っております。 

 行く行くは、この墨田区のものはおそらく、

こんだけおしゃれなものができればいいなと、

何かそんな奥三河、墨田がこれを奥三河のブ

ランドに変わっていってもいいのかなという

ふうに思っております。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

じゃあ、今泉さん、お願いします。 

○今泉委員 それでは、新城労協でやる今後

の新城市内の事業として、観光協会の納涼花

火大会への協力など進出企業、その中に横浜

ゴムさんはじめ大きな会社がございました。 

 私どもも３１年前に新城に入ってまいりま

して、それがよくもうかる仕事でしたけども、

そこへ入ってきたんです。済みませんが、考

えてみれば、工場を新城にということで考え

ておりまして、この地域に敷地があり、そこ

で、労働力が入って、工業用水ですかね、も

う一つのアクセスというのは空港に近い、海

に近い、空港も少し距離はありますけど、そ

んなに悪い条件ではないといったところで、

工業誘致という観点から捉えれば、まずまず

ではないかなと思います。 

 あえて言えば、下水道が完備されてないと

いうことがあります。その中で、会員の中に、

新城市民の比率がどれぐらいかということを

把握していませんで、自分の工場でも最近、

新城市民のことがわかってなくて大変申しわ

けないんですけども、そういう工場としては

比較的来易いのかなと思います。 

 今もちょっとお話にありましたけど、新城

に住もうという、そういう動機になる魅力あ

ると思うんですね。なかなか自然に恵まれと

るが、関係ない場合もあるかとは思うんです

けども、飯田線も接続というものを考えると

１時間に１本ぐらいしかない。 

 それから、我々の工場でも、例外的に従業

員のけがもありまして、そうしたときに、緊

急的に運ばれるのは、新城市民病院でないと

ころに運ばれちゃうということで、市民病院

に入っていけない。そんなに大きな病院がな

い。安心して住める町だというと、少しでも

なるのかなと、よそから来た人間としては感

じています。 

○鈴木誠委員長 どうもありがとうございま

した。では、鈴木委員さん、お願いします。 

○鈴木延良委員 お願いいたします。区長で

もありますけど、今、私はシルバー人材セン

ターに少しかかわっておりますので、ちょっ

とその辺のところで、過疎の町というんです

か、どんな状況かというと、シルバーの年齢

はおおむね６０歳からなんですけど、会員は

新城市で今６００名ほどいらっしゃいますけ

ど、でも、会員がなかなか減少傾向が止まら

ないということで、一つは、やっぱり年金の

関係が６５歳からもらえるということになる

と、一旦、会社は６０で定年になるとか、ま

た延長で６５まで使ってもらえる。給料は下

がりますけど、それでもやっぱりそこにしが

みついておりたいんですよね。シルバーに入

っても、なかなかそういうお金はもらえない

ですから、やっぱり今まで勤めていたところ
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でお世話になりたいということになりますと、

６５とか６５過ぎぐらいまでは、働ける限り

は働かせていただきたい。そういうふうにな

ってきますと、シルバーに入っていただける

方も、６５歳以上の方で、ちょっと休んでか

らお世話になろうかなんていうような感じの

方になっていると思うんですよね。 

 そうしますと、やっぱりそのシルバーの方

でも高齢化をしていく。だんだん人が、なか

なか新しい人が入ってこない。８０歳でも現

役でやっているというような状況なんかもあ

りますので、それは一つの問題なんですけど、

もう一つは、今、農業をやっていた方、兼業

であっても専業であっても、息子さんが市外

に出ている。そうすると、働けなくなってく

ると、その親御さんたちも老後は施設に入る

か、また息子さんのところに、市外へ出てい

く、そういうふうになってますので、市外の

方は、農地を耕作放棄地と言われるのか、休

耕地にしていくか、どちらかなんですけど、

それでも周りの人の環境を気をつけて、シル

バーに草刈りをお願いします。生産は全くし

てないんですけど、年に３回ぐらいは５月、

８月から１０月ぐらい、そういう中で１反歩

あれば、大体１日かかりますから、１万円ぐ

らいの草刈り費用がかかってくるんですね。

それはシルバーにいただけるんですけど、そ

ういう意味では、やっぱり新城市の生産性と

いうのは非常に悪いのかなというふうに思い

ますし、私どもが自宅の前の三河槇原という

とこなんですけど、１４戸ぐらいしかないん

ですけど、それでも、駅から川に沿っては、

２町歩ぐらいの田んぼがあるんですけど、そ

こをつくっているのは、今、３世帯しかない

んですよね。そういうふうになってくると、

もう９０％以上が耕作放棄地で、そこに今度

は草が生えてますから、イノシシが出てくる。

イノシシが出てきて掘り起こしたら、もう田

んぼにならないですよね。そういうような状

況。 

 地元で自分たちの目の前でそういう状況が

あるもんですから、今、地域というんですか、

区の関係の中では、東部地域振興協議会の中

で、いろいろと自分たちの住みよいまちづく

りですかね、目標とする町はどういうふうな

町にするのかということを、地域カルテとい

うものを作成しながら、今月中より４月３１

日までに提出をさせていただいて、またこれ

からその問題について打ち合わせをしていこ

うというような、今、動きがあるんですけど、

そういう問題なんかに大きく関係もしてくる

かなあというふうに思いますんですから、期

待をしている部分と、自分たちがどういうふ

うに、しっかり目標を持ってやっていかない

のかなというところですね。 

 それから、もう一つは、やっぱり地区とか

区の関係で見ていくときには、合併後の関係

ですね、もう合併して１０年以上経つわけな

んですけど、やっぱり合併後のまちづくりと

か整備とか、そういうものはやっぱり新城市

としてしっかりとやっぱり目標を持ってでき

るような形がぜひ必要ではないのかなという

ふうに考えさせていただきますので、その辺

のところも考えながら、話題提供させていた

だけたらありがたいなというふうに考えてお

りますけど、もう一つは、大胆なやっぱり先

ほども何人かの方がお話いただいたですけど、

兼業農家とか兼業林業であっても、やっぱり

働く場所がないもんですから、どうしても市

外へ出ていく。老後は市外の子供さんたちに

お世話になる、そういうような部分が非常に

目立ちますので、そういうところをぜひ解決

できるといいのかなというふうに思いますの

で、よろしくお願いいたします。ありがとう

ございました。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

それでは、最後になりますが、よろしくお願

いします。 

○菅谷委員 よろしくお願いします。一般市

民の立場からお話しさせていただきます。私
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も子どもが3人いますけど、やはり新城から

出てしまって、今、名古屋に住んでいると。

やはりそういったところで、親として子供に

地元に就職とか、そういう部分がどうやって

というか、新城はいいところだよといっても、

やっぱり何がいいのかとか、そういったこと

がうまく説明ができないというのが、今、現

実のことだと思っているので、娘自体にはで

きていません。 

 先ほど消滅都市ということでお話があった、

その２０歳から３９、これにぴったり当ては

まるんです、うちの娘が。だから、その辺の

ところを考えると、やっぱり親として、環境

もなんですが、そういう考え方とか、そうい

ったものを、どう子供に伝えていくかという

ことが非常に大事な問題ではないかなと思い

ます。 

 それと、あと、新城として、もっと田舎の

ところも都市としてはあると思います。そこ

というのは、特色を生かして、地場ブランド

だとか、やっぱりそういったものを普及させ

て、明るいまちづくりを多分していると思う

んですね。今、私が思うには、やっぱり地場

ブランドというものが新城にはそうないんじ

ゃないかなというふうに思っています。 

 この第２東名ができて、新城インターがで

きます。この新城インターがただの通過点に

なってしまうと、新城が何も良さがなくなっ

てしまうということ、要は、観光の面でも、

産業の面でも、やはり今まで行政というのは

縦割りで、こういう横のつながりというのは

全然なかったような気がします。本来、こう

いった総合振興条例という名前のとおり、や

はり各界が知恵を出し合って、より一つの地

場ブランドをつくっていく足がかりには非常

にいい機会だと思います。 

今、産業を誘致してのグローバル資産にな

るぽいものと、あと、山村の小さなところか

ら、農業とか、そういったものを足がかりに、

里山資本主義というような形で、新城には多

分、流れとしては２つあると思います。ここ

も導入をして、新たな新城市というものをつ

くっていくということが、地場ブランドにつ

ながる、そういうふうに思っています。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

第１回目で、事務局等からの話題提供が随分

私の話も含めて大変多かったもんですから、

皆さんからのお話を十分聞く時間を圧迫させ

てしまいまして、申しわけありません。 

 ただ、きょう、今皆さんから一言、一言い

ただいた内容に、新城の産業の問題点とか、

それから総合的な振興の方向性というのが、

何かヒントとしてあるような気がしてならな

いのです。それが何なのかということを、や

はり思いだけじゃなくて、実態として明らか

にしていくということをこれからやらなきゃ

いけないだろうというふうに思いました。 

 そこで、きょうもこれで時間が随分過ぎて

しまっておりますので、次回に向けての、次

回が、第２回目が一応、１１月ぐらいまでを

予定されております。先ほどの事務局の事業

スケジュール、資料の５ページのところにあ

りますけども、これによると、第２回目は１

１月なんですが、その間にワーキング部会を

つくって、実態調査をやろう。アンケートは

今後、つくるわけですけども、あわせてヒア

リング調査をやって、どういうやはり観点に、

あるいはどんな振興策がこれから必要なのか、

どこにターゲットを置くといいのか。総括的

でいいのか、それともやはりピンポイントと

いうことを意識して取り組むのか、このあた

りも意見を伺う活動をしなきゃいけないと思

います。 

 そこで、８月の半ば過ぎたら、９月いっぱ

いぐらいにかけて、まずは第２回目の調査を

始めようということになります。きょう、委

員の皆さんに２つほどちょっと御相談したい

ことがありまして、一つは、これから事務局

のほうでヒアリングじゃなくて、アンケート
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調査のたたき台からつくっていきたいと思い

ます。皆さん全員に、一人一人チェックをし

て、それで郵送なり、あるいはお持ちするな

りして、見ていただくような形で、ここにお

集まりいただくことではないんですけども、

まず、それをお願いしたい。 

 それから、２つ目は、ワーキンググループ

をつくる際に、皆さんにも御協力いただける

かどうかということなんです。皆さんにとい

うのは、皆さん、大変お忙しいと思いますけ

れども、委員の皆さん御自身か、もしくはき

ょう、大変大きないろんな事業所の方とかお

みえになりますので、そういうところの事業

所の関係の例えば従業員の方とか、そういう

方に御協力いただくことができるかどうかと

いう御相談なんです。これは農業、先ほど個

人事業所の若手の事業所の方も含めてという

ことなんです。 

 私、そうやって提案する以上、自分の学生

ももちろん協力して、皆さんと一緒に回らさ

せていただこうと思っていますので、私も参

りますので、皆さん、どうでしょうか。 

 まず、時間の関係で、アンケートについて

は御協力いただくとして、ヒアリングのため

のワーキング部会をつくるということについ

ては、まず、いかがでしょうか。よろしいで

しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○鈴木誠委員長 皆さん御自身、もしくは職

員の方に御協力いただくことはできるんでし

ょうか。どうでしょうか。何か御意見があっ

たら。ぜひお願いしたいんですけども、何か

研修に役立てるとか、いろいろと活かし方が

あるんですけども、どうでしょうね。 

 はい、どうぞ。 

○今泉委員 ワーキング部会の構成はどのぐ

らいの規模を考えているかなんですけれど、

今言う役割というのが、テーマにいくまでの

今は何やっていくのかということですか。 

○鈴木誠委員長 そうですね。事務局のほう

でまず、規模としてはどうですか。 

○事務局（川合課長）今、ワーキングの部会

をというお話をさせていただいたのは、やは

り調査をするときに、その方たちが業種を越

えて、どんな意見を持っているかというのを

肌で感じてもらいながら、条例のほうの資料

をつくらせていただくという形の中で、こう

いうものが必要ではないかというような観点

を少しでも、ここにお集まりの委員の方プラ

ス大勢の方に御参加いただきながら、無論、

設問もそうですけれども、設問をどんなふう

にしたら、その産業の方たちからいい話を伺

えるのかを含めて考えておりまして、この公

募委員の方は団体ではないので、直接御参加

いただくという部分も考慮させていただけれ

ばというふうに思っておりますし、集まって

いただくというのはなかなか大変という部分

もありますので、メール等を使わせていただ

いたり、ファクスを使わせていただいたりと

いうような形の中で考えておりまして、でき

ればワーキングの委員の方の、１６人なんで

すが、副市長もいますので、うちの市の職員

もこちらにおりますので、そういう方たちと、

民間の方たちと一緒につくっていくというよ

うな形でできないかなあというのを考えてお

りまして、規模的には、この１６名の方のプ

ラス職員も含めて、全て合わせても２５ぐら

いの規模になるかなと。 

 ですので、なるべくお一人お一人の負担は

減らしながらというのも、お忙しい中で業務

の部分の内容もございますので、ということ

はありますし、その対象を絞らせていただく

ときにという部分もありますので、両方の面

から負担をなるべく少なくするという内容と、

先ほど言った愛知大学の先生のゼミの方たち

１０何人というようなお話も伺っております

ので、ほぼ３０ぐらいの方が御参加いただけ

れば、先ほど言った墨田の話ではないんです

が、やはりある程度、意見を集めてくる作業

には、やはりマンパワーの部分がどうしても
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必要かなというふうに思いますので、御協力

いただきたいというふうに思います。 

○鈴木誠委員長 実際にどれぐらいのこれか

ら団体の、事業所もあるのかということにつ

いてはあれですが、あとで聞きたいと思いま

すが、どれだけの実質なっていくのか言えな

いんですけども、ですから、例えば、事業所

のアンケートにつきまして、例えば、各事業

所へ２人ないしは３人ぐらいは御協力いただ

けないかということで、そういうことになっ

ていくかもしれません。 

 ただ、まだ今どれぐらいということの数が

決まってませんので、これからどこを回るか

をめぐっての案をつくって、皆さんにも一回

見てもらって、それで、これじゃ足りないと、

あるいはこの地区も回るべきだと、いろんな

御意見をいただいて、それで最終的な訪問数

を確定していくことをしたいんですね。それ

にあわせて、今度は委員数をそろえてきてま

いります。ひとまずは皆さん、それぞれのお

立場から、ここら辺は代表の方がおみえにな

るんですが、御協力いただけるかどうかとい

うところなんです。 

 大体のイメージとしては、１名から５名と

いう範囲ではないかな。私のところが１２名

出れば、それでいけると思うんですけども、

規制しちゃったら現実に御協力いただけない

実質があるとしたんです。 

 それから、職員の方も今回、ここにおみえ

になるベテランの方というよりも、地元では

働いている若手の方とか、そういう方が、若

手というふうに言ったのは、根拠ありません。

気持ちが若いということだと思います。 

 はい、どうぞ。 

○梅津委員 委員は、集まっていただいたほ

うがいいということではない。要は、こんな

質問をしたらとか、そういうのをもらいなが

ら、じゃあ、もう少しこんなことをというつ

け加えをしたほうがいい、そういうアドバイ

ス的なことでいいんですか。 

○鈴木誠委員長 実際に調査に伺う実動部隊

をこのワーキングでつくります。ですから、

ワーキングですので、働く人たちということ

になります。ですから、何を働くかというと、

この審議委員会で皆さん、きょうはこういう

ふうですけど、もうちょっと小さなテーブル

をつくって、実際にわいわいと議論をしてい

ただくことになると思います。ワークショッ

プのような形になると思います。そこに出す

題材、情報を集めてくるという、そういうや

はり舞台といいますか、ということが必要に

なると思います。それはコンサルに任せると

いうわけにはいきません。やっぱり地元の皆

さんの希望の生活経験とか、ここにやっぱり

この人の話を聞くべきという人が必ずおみえ

になると思いますので、そうやって職務中か、

あるいは仕事のない土日とか、こういったと

ころで、無理のない範囲で集中して回れるよ

うなことができたらというふうには思ってい

ます。 

 もちろん自分のところはどうしても仕事の

関係で、人材問題大変だということがたくさ

んありましたので、とても出せないというこ

とであれば、それはそれで現実だと思います

ので、皆さん各委員がここで御審議いただく

ところでお力をかしていただければと思いま

すけども、どうでしょうか。 

○荻野委員 これを丸々使うんでなくて、ア

ンケートやったり、車で事業者を回り具体的

内容をもってやりとりするということですか。 

○鈴木誠委員長 それは大事なことですね。

職務の一環としてということもあり得ますね、

それはもちろん。ぜひそういう御提案もいた

だけると助かります。それぞれに違うと思い

ますので。仕事の取引のつながりで、そうい

ったものが一番ありがたいと思います。どう

でしょうか。 

 ヒアリング票についても、一度たたき台を

つくって、皆さんにもんでもらうようにした

いと思います。それで、大体これで聞いてこ
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ようというように案を、ヒアリングをつくり

ますので、あとそれを使ってヒアリングをす

る方法については、土日を使って、例えば、

頼むなり、あるいは、そういうやり方もある

でしょうし、それから、今のように、取引先

がおありだということで、例えば職務の一環

で回るということもあるわけです。いろいろ

な方法があるんですよね。 

 ということで、やり方については、各委員

の皆さんのアイデアをいただきながら進める

という、まずは方法というか、方針はよろし

いでしょうか。その点についての無理のない

形でというのは、そういう形です。 

 浅見さん、どうですか、何か考え、アイデ

アありませんか。 

○浅見委員 お仕事されている方たちだとな

かなか、私だったら家にいる旦那さんの負担

に対してとか、そういう形から、動くだけっ

て、意見を出せというのは難しいんですけど

も、ちょっとこれ持って行ってきてとか、そ

れだけの、ちょっと手伝ってというんだった

ら声かけはやりますけど。 

○鈴木誠委員長 書いてというふうに持って

行って、それをお願いしながら、そしてざわ

ざわとお話をするということですね。 

○浅見委員 出会ったときに、職務中とか、

そういうことでない場合、それぐらいのこと

でもいいんなら、声をかけられると。 

○鈴木誠委員長 そういう形でもできるよう

なヒアリング票がはいいかもしれません。ヒ

アリングというか、確か人数は記入してもら

うような票なんですね。 

 ほかはどうでしょうか。 

 それでは一回、やり方についての御意見も

また改めて伺わせていただきながら、アンケ

ート並びにヒアリングをやって、新城の産業

の実態を把握することに努めていくという、

まずは方針、方向については御了解いただい

たということで、きょう確認してよろしいで

しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○鈴木誠委員長 それで、委員の皆さんには、

ここで、この審議会で積極的に意見交換をし

て、条例素案をつくって、これはお力をいた

だきますけども、そのための材料集めのとこ

ろは、今、皆さんからヒントをいただきまし

たので、いろんな方法で情報収集をするとい

う、まずはそこで、具体的な方法についても、

皆さんに各位、別に御相談をするということ

で、ではそのように進めさせていただきます

ので、ありがとうございました。 

 それでは、時間が随分延長してしまって、

大変申しわけございません。そういうことで

ワーキングは実際に機会を設けて、調査等も

行うということで御了解いただきました。あ

りがとうございました。 

 それでは、事務局のほう、何かありますで

しょうか。 

○事務局(川合課長)それでは、ありがとうご

ざいました。ワーキングのですね、もし、こ

れは強制ではありませんし、御協議いただい

た上で、次のステップとして、そういう方が

提出できればということで、御了解をいただ

きたいというふうに思いますので、あと、そ

れでこの会を閉じてしまうと、どういうふう

な形をというふうなこともありますので、も

ちろん、今、用意もさせていただいておりま

すので、もし選出ができるのであれば、そち

らに記入いただいてという形をとらせていた

だけないかなというふうに思いますので、こ

れは強制ではありませんし、ということで。 

○鈴木誠委員長 ワーキングの部会に委員の

皆さんも入っていただけるというパターンで

いいですか。 

○事務局(川合課長) ですので、今、お渡し

させていただくのは、ワーキングメンバーを

選出いただける方は御協力くださいというよ

うな内容で配らせていただくということも御

了解いただけますでしょうか。 

○事務局(川合課長) そうです。結構です。
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ですので、御検討いただいた上でということ

で、これは強制ではございませんので、そう

いう形をとっていただければというふうに思

いますので。 

 ですので、必ず出していただくものという

ものではございません。御協力くださいとい

うお話をさせていただいてということで、御

了解をいただきたいと思います。皆様でも結

構ですし、皆様から御推薦いただいた方でも

結構ですので、お願いをしたいと思います。 

○鈴木誠委員長 こういう審議会の検討、そ

の部会を設けて、そしてワーキング部会の

何々お願いしますというふうに固めてしまう

ことがあるんですけども、この新城の場合、

そうじゃなくて、委員の皆さんでも、このテ

ーマについて、もし御関心があれば、この審

議委員会に集まるのは、次、１１月なもんで

すから、その前に調査のためのワーキング部

会を設けるに際して、その委員になって、ま

た若い女子メンバーと一緒にわいわいとやっ

てもいいよといった、そういうふうな、そん

なにお時間とらないと思います。お力を貸し

ていただける方がおみえになれば、名前書い

てということですし、また、皆さんの所属の、

例えばいろんな委員会の中で、こういう人が

とても発言がうまいからということで推薦い

ただいてもいいだろうということでもありま

すね。そうですね。 

○事務局(川合課長) はい、そうです。 

○鈴木誠委員長 じゃあ、まだ、８月５日ま

でありますので、人数は限りませんので、皆

さんと同時に、また、どなたかでも結構です

ので、ぜひ御協力いただきますよう、私も協

力してまいりますので、ぜひお力をおかしく

ださい。 

 それでは、第１回目、大変時間が延びてし

まいました。これからは時間の範囲でしっか

りやるようにしたいと思います。 

 きょうは本当に長時間にわたりまして御審

議いただきまして、ありがとうございました。

それでは、本日、これで終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

 


